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グリーンボンド及び  
ソーシャルボンド・ 
インパクト・レポート
2023年度



世界銀行グループの一員である IFC は、新興市場及び途上国の民間セクターに特化した
世界最大規模の国際開発金融機関です。IFC は 100ヶ国以上で業務を行い、資金、専門知
識、及び影響力を駆使しながら、特に貧しい人々や弱い立場の人々のために雇用を創出
し、生活水準を高めています。

2023年度には、各国が世界の複合的な危機による影響に対処しようとする中、民間セク
ターの力を活用して人々の生活を改善するため、途上国の民間企業及び金融機関に対し
て437億米ドルという記録的な金額のコミットメントを行いました。

詳細については www.ifc.org をご覧ください。

IFCとは
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https://www.ifc.org/en/home
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トレジャラーからのごあいさつ

グリーンボンド・プログラム –  2023年度のハイライト

グリーンボンド・プログラム – 累積的ハイライト

ソーシャルボンド・プログラム –  2023年度のハイライト

ソーシャルボンド・プログラム – 累積的ハイライト

2023年度の IFC 気候関連ビジネスの概要

生物多様性ファイナンス – グリーンファイナンス及びサステナブルファイナンスの新フロンティア

2023年度の IFCグリーンボンド及びソーシャルボンド発行状況の概要

注目のグリーンプロジェクトのご紹介 : エクアドルでの活気あるブルーファイナンス市場の開発を支援する

注目のグリーンプロジェクトのご紹介 :ブラジルの水・衛生インフラを改善する

注目のソーシャルプロジェクトのご紹介 : 女性が経営するモンゴル企業を支援する

注目のソーシャルプロジェクトのご紹介 :アフリカの金融サービスへのアクセスを強化する

グリーンボンド適格プロジェクトの地域別コミットメント

グリーンボンド適格プロジェクトのセクター別コミットメント

2023年度にコミットしたグリーンボンド適格プロジェクト

ソーシャルボンド適格プロジェクトの地域別コミットメント

ソーシャルボンド適格プロジェクトのセクター別コミットメント

2023年度にコミットしたソーシャルボンド適格プロジェクト

付属資料 A:IFCグリーンボンド・プログラムのプロセス

付属資料 B:IFCソーシャルボンド・プログラムのプロセス

作成者及び免責事項
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パンデミックの勃発によって経済成⾧率が急落し、数百万人もの人々が極度の貧困に
逆戻りしてから4年近くが経過しますが、多くの上国は今もその打撃からの回復に苦戦
しています。

深刻化する気候危機や食料不安、債務の拡大、及び新たな紛争が更なる足かせとな
り、貧困を軽減し、繁栄を推進する努力の妨げとなっています。

IFC はこれらの課題に断固たる姿勢で迅速に取り組んできました。IFC は経済を支え、
これらのショックからの再建を支援するために民間セクターに対する支 援を強化しま
した。2023年度には、史上最多となる総額 430億米ドル以上の投融資を行い、気候
変動関連のコミットメントで過去最高を更新したほか、ジェンダー関連でも目標額を
上回りました。また、IFC は、民間からより多くの開発資金を調達するために一連の金
融商品を展開し、サステナブル投資の基準を定めました。

IFC のグリーンボンドとソーシャルボンドはこの金融商品ミックスの重要な部分を占
めており、インパクトをもたらすための資金調達に貢献するとともに、投資家に魅力
的なリターンを提供しています。2023年度には、グリーンボンド及びソーシャルボン
ドによる資金調達額が IFC の年間資金調達プログラムの 4分の 1を占めました。これ
には、2022年に多国間開発銀行（MDB ｓ）が発行した豪ドル建てグリーンボンドの
中で最大規模となったものや、カウリ債（ニュージーランド国外の発行体が発行する
ニュージーランド・ドル建て債券）市場での IFCとして初のソーシャルボンドが含まれ
ます。

IFC はグリーンボンドの枠組みを更新し、新たに海洋、水、生物多様性カテゴリーを加
えました。その結果 2023年度には、グリーンボンドによる調達資金の中から、数千世
帯の家庭に水道や基本的な衛生・下水道サービスへのアクセスを提供するブラジル
のプロジェクトや、持続可能な漁業を推進するエクアドルのプロジェクトに資金提供
を行いました。2023年度にグリーンボンドの調達資金から資金を提供したプロジェク
トにより、温室効果ガス排出量を CO ₂換算で年間 330万トン削減できる見通しです。

また 2023年度には、ソーシャルボンド・プログラムから、コソボの小規模 農家やブ
ルキナファソの農業協同組合、及びモーリタニア、ザンビア、キルギス共和国の女性
が経営する企業を支援するプロジェクトに資金を提供しました。IFCソーシャルボンド
による提供資金は、バングラデシュの農村部における米の流通、ブラジルでのワクチ
ン製造、及びチリの低所得世帯によ る高等教育へのアクセスを支援するために用い
られました。IFCソーシャルボンドから資金提供を受けたプロジェクトは、今後 6年間
で世界の 1億 3,000万人以上に恩恵をもたらすとみられています。

IFC が 13年前に最初のグリーンボンドを発行し、グリーンボンド、ソーシャルボンド及
びサステナビリティ・リンク・ボンド原則の設立メンバーとして業界基準の策定を開
始して以来、私たちは大きな進展を遂げてきました。また IFC は、より多くの資金を動
員してグリーンボンド、ブルーボンド及びソーシャルボンドの発行を支援し、業務を展
開している諸国で誕生したばかりのサステナビリティボンド市場を育てることができ
るよう、パートナーと共に戦略を立てました。

IFC は責任ある市場参加者として、サステナビリティに関するベストプラクティスと基
準に対する包括的・総合的なアプローチを取り、世界のサステナビリティボンド市場
を発展させるために大胆な施策を講じると同時に、業界の品位を守るために尽力し
ています。⾧年にわたり関心をお寄せいた だき、支援してくださった投資家の皆様に
感謝申し上げます。本レポートを通じて、2023年度にグリーンボンド及びソーシャル
ボンド・プログラムから資金提供を行ったプロジェクトをご紹介し、予想されるインパ
クトの詳細をお伝えできることを嬉しく思います。

トレジャラーからのごあいさつ ジョン・ガンドルフォ
IFC 財務担当副総裁兼トレジャラー 
財務・動員担当
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グリーンボンド・プログラム – 2023年度のハイライト

1  通貨 : 豪ドル、韓国ウォン、ノルウェー・クローネ、スウェーデン・クローナ、南アフリカ・ランド及び米ドル。
2  うち 13% が低所得国へのコミットメント。

2023年には、以下の持続可能な開発目標（SDGS）に対応するグリーンプロジェクトにコミットしました。

期待される削減量

CO₂換算で温室効果ガスを 
年間330万トン削減
ガソリン約14億1,000万リットル超を 
消費した場合のCO₂排出量に相当

期待される開発量

再生可能エネルギーによる 
発電能力を1,366MW拡大

期待される発電量

再生可能エネルギーにより 
430万 MWh を発電
米国の 410,967世帯の 
年間エネルギー使用量に相当

期待される節減量

年間エネルギー消費量を 
911,000KWh 節減
石炭約 32万 8,000kg を 
燃焼した場合の発電量に相当

4

太陽光発電

風力発電

グリーン  
バンキング

グリーン 
ビルディング

廃棄物管理

上下水道の管理

輸送気候変動への 
適応策

IFCは

20億
ドルを調達

20本の
グリーンボンドを

通じて
（追加発行 

含む）

6
通貨で1

17億 
ドルをコミット

22 
プロジェクトに

8 
セクターで

15 
ヶ国以上で2

http://www.epa.gov/energy/greenhouse-gas-equivalencies-calculator#results
http://www.epa.gov/green-power-markets/green-power-equivalency-calculator
http://www.epa.gov/energy/greenhouse-gas-equivalencies-calculator#results
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グリーンボンド・プログラム – 累積的ハイライト

予想されるインパクトのハイライト

期待される削減量

CO₂換算で温室効果ガスを年間2,840万トン削減
ガソリン約121.1億リットル超（32億ガロン超）を消費した場合の 
CO₂排出量に相当

期待される発電量

再生可能エネルギーにより3,610万MWhを発電
米国の340万世帯の年間エネルギー使用量に相当

期待される節減量

年間エネルギー消費量を8億6,950万KWh節減
石炭約3.13億㎏（6.9億ポンド）を燃焼した場合の発電量に相当

期待される開発量

再生可能エネルギーによる発電能力を9,753MW拡大

期待される緑化量

863,685平方メートルの建物に気候変動対策を導入

5

285件の
プロジェクトに総額

121億
ドルをコミット

2010年度～ 
2023年度に 

IFCは

126億
ドルを調達

198本の
グリーンボンドを

通じて
（追加発行 

含む）

21
通貨で

http://www.epa.gov/energy/greenhouse-gas-equivalencies-calculator#results
http://www.epa.gov/green-power-markets/green-power-equivalency-calculator
http://www.epa.gov/energy/greenhouse-gas-equivalencies-calculator#results
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3  うち 50% が低所得国へのコミットメント。
4  通貨：豪ドル、ブラジル・レアル、カナダ・ドル、ニュージーランド・ドル及び米ドル。
5  インパクト指標の重複はありません。インパクトは最も該当するカテゴリーに割り当てられており、二重計上はありません。

ソーシャルボンド・プログラム – 2023年度のハイライト

2023年には、以下の持続可能な開発目標（SDGS）に対応するソーシャルプロジェクトにコミットしました。

ジェンダー・ 
ファイナンス 住宅金融

情報通信技術（ICT）

教育

8,237,149件の
マイクロファイナンスを提供

十分なサービスを受けられていない

3,366,315の顧客を支援

218,770軒の農家を支援

100,966人の学生を学校に通わせる

118,000,000回分のワクチンを提供

96,495件の住宅ローンを提供

女性に641,365件のローンを提供

中小企業に30,151件のローンを提供

今後6年間で

2023年度にコミットしたIFCソーシャルボンド・ 
プロジェクトがもたらすと期待されるインパクト5

130,691,211の人・組織を支援

6

IFCは

12億
ドルを調達

15本の
ソーシャルボンド

を通じて
（追加発行

含む）

5
通貨で4

27億 
ドルをコミット

56件の
プロジェクトに

35
ヶ国で3

アグリビジネス

保健

新型コロナ対策向け
ファイナンス

マイクロファイナンス

8
セクターで
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3,044,401軒の農家を支援8 

238,407人の学生を学校に通わせる

6億2,190万人の患者を支援9

899,146件の住宅ローンを提供

女性に7,778,364件のローンを提供

中小企業に69,881件のローンを提供10

730万人に電力を供給11

46,481,065の顧客に情報通信技術 
（ICT）サービスを届ける

31,130,466件の
マイクロファイナンスを提供

予想されるインパクトのハイライト7

  6  これらの数値は 2017年度～ 2023年度における発行額であり、2015年度～ 2016年度に発行されたインクルーシブ・ビジネス・ボンド 2億 9,600万ドルと、2014年度～ 2016年度に発行された女性起業家支援ボンド 2億 6,800万ドルを含みません。
  7  事前評価に基づく総計にはソーシャルボンド適格プロジェクトに対する全コミットメントの目標値が含まれており、漸進的変化または実際のインパクトを表すものではありません。これらのプロジェクトの一部は既に終了している可能性があります。
  8  この数値は、2021年度にソーシャルボンドの資金供与の対象として不適格と判断されたプロジェクトのインパクトを除外するために調整されています。
  9  この数値には、支援した患者数と販売したワクチン数の両方が含まれています。本レポートの作成にあたり、ワクチン 1回分を患者 1人と計算しています。
10  この数値には、女性が経営する零細・中小企業向け融資及び女性向け住宅ローンが含まれます。
11  この数値は、電力の接続先及びサービスを提供した顧客の数を含みます（接続先 1ヶ所を 1つの顧客と計算しています）。

2017年度～ 
2023年度に 

IFCは

61億
ドルを調達

88本6の
ソーシャルボンドを

通じて
（追加発行含む）

14
通貨で

299件の
プロジェクトに総額

103億
ドルをコミット

7

ソーシャルボンド・プログラム – 累積的ハイライト
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2023年度の IFC気候関連ビジネスの概要

2023年度の IFC 気候関連ビジネスの
インパクト

Photo by Khaula Jamil/IFC

8

途上国で1,100万トン超のCO₂の排出を回避
（3基の大型石炭火力発電所を停止した場合の

CO₂削減量に相当）。

ブレンド・ファイナンス1ドルにつき、商業資金
7ドルを動員。

新興市場の金融機関関係者285人にサステナビリティ
ボンドに関する研修を実施し、70ヶ国以上で
100億ドル超のサステナビリティボンドの 
発行につなげた。

1,500万平方メートルの
グリーンビルディング認証を実現。
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2016年のパリ協定署名以来、IFC は自己勘定による気候変動対策向けファイナンス
をほぼ 4倍に拡大したほか、他の資金源からの動員額も6倍近くに拡大してきました。
2023年度には、気候変動対策向けファイナンスのために 144億米ドルという記録的な
金額のコミットメントを行いました。これには自己勘定からの 76億米ドルと他の資金源
からの動員 68億米ドルが含まれます。

これらの数値は自己勘定による⾧期的な投融資全体の 46%という記録的な割合を占
め、2022年度のほぼ 2倍に達しました。IFC 気候関連ビジネスは複数のセクターに分
散されており、金融機関に対する投融資が 32%、再生可能エネルギー向けが 30%と
なっています。気候関連の投融資に関して IFC が重点を置いているその他のセクターと
しては、都市・交通セクター（気候関連の投融資ビジネスの 16%）、グリーンビルディン
グ（12%）、産業効率（7%）、アグリビジネス（2%）、及び気候変動への適応策（1%）が
挙げられます。

IFC は、途上国の低炭素社会への移行と底堅い成⾧を加速させることを目的とした取り
組みを通じて、この分野で成⾧し続けています。IFC は、一貫してプロジェクト設計の初
期段階で気候変動対策向けファイナンスの機会を特定し、投融資チームに知らせること
により、地球環境を保護し、貧困に終止符を打つための世界銀行グループの取り組み
の中で重要な役割を果たすことが可能となっています。 

新興市場のために気候変動対策向けファイナンスを動員する
途上国が低炭素経済に移行し、国民を気候変動の影響から守るためには、2030年ま
でに年間 2兆米ドル～ 2.8兆米ドルの資金が必要です。しかし全世界の気候変動対策
向けファイナンスは年間約 6,300億米ドルにとどまり、そのうち途上国に向けられる
のはごく一部でしかありません。ほとんどの国では財政余力が非常に限られており、 
最貧国の 60% はもともと債務不履行に陥るリスクが高いことから、必要な投融資の
約 80% を民間セクターで賄う必要があります。

IFC は気候変動対策プロジェクトを支援するために民間資金を動員し、4本の柱から
成るアプローチを通じて厳しい状況下にある市場への気候関連の投融資を後押しし
ています。

1.  金融機関、規制当局、及び証券取引所の能力を強化し、グリーンボンド及びブルー
ボンドなどの商品に関する世界基準を確立する

2.  ⾧期的に投融資可能なプロジェクト候補のリストを作成する（2023年度末現在、こ
の候補リストには 100ヶ国以上における、準備段階の様々な 530億米ドル相当の投
融資機会が含まれます。）

3.  投融資のリスクを分担し、先行者不利益を克服するために必要な場合は移行コス
トを引き下げるため、譲許的なブレンド・ファイナンスを提供する

4.  機関投資家その他のパートナーが自身の資金を投じ、インパクトを実現して利益を
上げられるような投融資の仕組みを創出する

IFC は引き続き目標を実現すべく、気候変動対策向けファイナンスと動員資金を拡大
するという意欲的な成⾧目標を後押しするために既存及び潜在的なドナー・パート
ナーから40億米ドルを追加調達することを目指しています。

9

https://www.worldbank.org/en/news/feature/2023/03/13/what-you-need-to-know-about-how-ccdrs-estimate-climate-finance-needs#:~:text=The%20report%20finds%20that%20around,developing%20countries%20other%20than%20China
https://www.worldbank.org/en/news/feature/2023/03/13/what-you-need-to-know-about-how-ccdrs-estimate-climate-finance-needs#:~:text=The%20report%20finds%20that%20around,developing%20countries%20other%20than%20China
https://www.imf.org/en/News/Articles/2023/02/28/sp022823-scaling-up-climate-finance-for-emerging-markets-and-developing-economies
https://www.imf.org/external/pubs/ft/ar/2023/
https://www.imf.org/en/Blogs/Articles/2023/10/02/emerging-economies-need-much-more-private-financing-for-climate-transition
https://www.imf.org/en/Blogs/Articles/2023/10/02/emerging-economies-need-much-more-private-financing-for-climate-transition
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生物多様性ファイナンスとは、現行の採取型生産モデルから、自然の再生を可能にす
る真に持続可能な慣行へと経済を転換する取り組みに対する資金提供を指します。こ
れは、生物多様性の喪失を食い止め、逆転させ、世界の気候変動目標を実現するた
めに必要なことです。

生物多様性 – つまり微生物から象徴的な種まで、地球上に住むすべての動植物は、
人類と地球の健康に必要不可欠で健全な生態系を支えています。これらの生態系
サービスは経済に欠かせない重要な要素であり、世界の国内総生産（GDP）の半分

（44兆米ドル）はこれらに依存しています。それと同時に、こうした経済活動は土地や
海の利用方法の変化、資源の乱開発、汚染、及び侵略的外来種の拡散を通じ、前例が
ないレベルで生物多様性の喪失を引き起こしています。経済成長を維持するために
は、生物多様性と生態系サービスを保護し、修復する必要があります。

生物多様性に富んだ生態系を復元することも、気候変動目標を実現する上での鍵と
なります。自然の喪失は根本的に気候変動と互いに結び付いており、どちらの危機も
互いを増幅し、地球と、ひいては各国経済に複雑でシステミックなリスクをもたらしま
す。気候変動は生物多様性が失われる2番目に大きな要因であり、気候変動を緩和
し、気候変動に適応する生態系の能力を低下させています。そのことが気候変動に
よる影響を増幅し、悪影響をさらにエスカレートさせるという悪循環が生じています。
森林破壊と気候パターンの変化を理由に現在アマゾン地域で発生している干ばつは、
この相互作用と、経済に対する幅広い影響をよく表しています。

企業は生物多様性に投資することのメリットに気付きはじめています。土地利用、構
築環境及び採取という3つの主要セクターの事業方法をより持続可能なものに変える
ことで、2030年までに年間 10.1兆米ドルの事業機会を創出できる可能性があります。
これらの機会は、企業のコスト節減や収益の増加、及び新しい商品や市場の開発に
よってもたらされます。

例えば現地に自生する樹木をコーヒー農園に植えて森林を再生することで、コーヒー
豆に日陰ができ、より高価格で販売可能な、より高品質のコーヒー豆を生産できるよ
うになります。また土壌の質が改善されることで、肥料への依存度を引き下げること
もできます。このような資金提供は投資家にとって良いビジネスであるだけでなく、よ
り重要な点として、人類と地球に不可欠なものでもあります。

資金提供は、自然に配慮した生産慣行への移行を支援するための鍵を握ります。世
界の投資家、金融機関及び債券発行体の間では生物多様性ファイナンスに対する関
心が高まっており、2030年までに生物多様性の喪失を食い止め、逆転させることを目
指す昆明・モントリオール生物多様性枠組みが採択されたことも追い風となりました。
特にグリーンボンド及びサステナビリティボンド市場は課題に対処するための大規模
な資金調達に適しています。

ガイダンスを求める市場の声に応えるため、IFC は世界初の「生物多様性ファイナンス
の手引き」を作成し、生物多様性の保護、維持または強化に寄与し、天然資源の持続
可能な管理を推進する投融資活動のリストを提示しました。この手引きは、経済活動
における、生物多様性の喪失につながる主要因に対処し、生態系の保全と復元を目
指し、自然に根差したソリューションをインフラ・プロジェクトに盛り込み、人工構造
物で構成されたグレーインフラをグリーンインフラに置き換える投融資に焦点を当て
ています。この手引きは IFC のグリーンボンド枠組みに組み込まれています。

生物多様性ファイナンス – 
グリーンファイナンス及びサステナブルファイナンスの新フロンティア

イリーナ・リハチョワ
生物多様性ファイナンス責任者、 
IFC 気候関連ビジネス担当

https://www3.weforum.org/docs/WEF_New_Nature_Economy_Report_2020.pdf
https://www3.weforum.org/docs/WEF_New_Nature_Economy_Report_2020.pdf
https://www.weforum.org/press/2020/07/395-million-new-jobs-by-2030-if-businesses-prioritize-nature-says-world-economic-forum/
https://www.cbd.int/gbf/
https://www.ifc.org/content/dam/ifc/doc/mgrt/biodiversity-finance-reference-guide.pdf
https://www.ifc.org/content/dam/ifc/doc/mgrt/biodiversity-finance-reference-guide.pdf


11
Photo by Julia Schmalz/IFC

11



12

2023年度のIFCグリーンボンド及びソーシャルボンド発行状況の概要

IFC は 2010年にグリーンボンド・プログラムを立ち上
げて以来、史上最大規模となるグリーンボンドを発行し
ました。2022年 11月、IFC はカンガルー債（オーストラ
リア国外の発行体が発行する豪ドル建て債券）市場で
最初のグリーンボンド発行枠を設定し、2027年 5月満
期の 9億豪ドル（5億 7,000万米ドル相当）のグリーン
ボンドを起債しました。IFC が発行したこの豪ドル建て
債は、2022年に多国間開発銀行が発行した豪ドル建て
グリーンボンドの中で最も規模が大きく、IFC によるカ
ンガルー債の取引としても過去 10年間で最大のもので
した。この取引には投資家からの強い需要が寄せられ、
10億豪ドル超の申込みがありました。その後も何度か
追加発行を行った結果、総発行残高は 13億 5,000万豪
ドルに達しました。特筆すべき点として、豪ドルは IFC
グリーンボンド・プログラムの主要な発行通貨であり、
調達額は 8億 7,300万米ドル相当となっています。

さらに IFC は 52億 5,000万スウェーデン・クローナ（4
億 9,700万米ドル相当）を調達し、スウェーデン・クロー
ナは 2023年度の IFCグリーンボンド・プログラムで第
2位の発行通貨となりました。また 2023年度には、総
額 3億 1,500万米ドルの 3本の米ドル建てグリーンボン
ドを発行しました。このうち 2本は私募債であり、1本
は米国の個人投資家向けに発行したものです。また記
録的な 25億ノルウェー・クローネ（2億 5,100万米ドル
相当）の債券を発行したほか、2,700万米ドル相当の韓
国ウォン建てグリーンボンドを初めて発行しました。IFC
が発行したそれ以外のグリーンボンドには、総額 5,600
万米ドル相当の 2本の南アフリカ・ランド建て私募債が
含まれます。2023年度末現在、IFCグリーンボンドの総
発行残高は 64億米ドルとなっています。

IFC は 2023年度にグリーンボンド市場とソーシャルボン
ド市場の両方で大きな進歩を遂げ、様々な通貨や市場
で存在感を確立しました。

2023年度にIFCは

137億
ドルを調達

176本の
発行を通じて 24

通貨で

2023年度の資金調達プログラム

テーマなし
グリーンボンド
ソーシャルボンド

通貨別に見た 2023年度のグリーンボンドの発行状況 通貨別に見たグリーンボンドの累積的発行状況

9%

15%

76%

AUD 43%

ZAR 3%
KRW 1%

USD 16%

SEK 25%

NOK 12%

USD 52%GBP 6%

SEK 12%

TRY 2%

AUD 8%

CAD 5%

Other 3%EUR 2%
ZAR 2%

NOK 3%
BRL 3%

NZD 1%
IDR 1%

*

* その他通貨にはフィリピン・ペソ、オフショア人民元、メキシコ・ペソ、インド・
ルピー、韓国ウォン、日本円、ペルー・ヌエボソル、香港ドル、コロンビア・ペ
ソが含まれます。

NOK：ノルウェー・クローネ
USD：米・ドル
SEK：スウェーデン・クローナ
KRW：韓国・ウォン
ZAR：南アフリカ・ランド

AUD：オーストラリア・ドル
TRY：トルコ・リラ
BRL：ブラジル・レアル
CAD：カナダ・ドル
GBP：イギリス・ポンド

IDR：インドネシア・ルピア
NZD：ニュージーランド・ドル
OTHER：その他
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** その他通貨にはチリ・ペソ、南アフリカ・ランド、日本円、トルコ・リラ、オンショ
ア人民元、ウルグアイ・ペソが含まれます。

通貨別に見た 2023年度のソーシャルボンドの発行状況 通貨別に見たソーシャルボンドの累積的発行状況

CAD 31%

USD 10%

AUD 28%

BRL 0.8%

NZD 30%

CAD 13%

AUD 27%

BRL 3%

NZD 6%

MXN 2%
RUB 1%

SEK 6%

**

USD 42%

Other 1%

Photo by Djenno Bacvic/IFC
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IFC が 2023年度に発行したソーシャルボンドは 2017
年のソーシャルボンド・プログラム発足以来、史上 2番
目の規模となり、ソーシャルボンドは大きな節目を迎え
ました。このことは、革新的な金融ソリューションを通
じて持続可能な開発を推進し、社会的な課題に対応し
ようとする IFC の熱心な取り組みを強調するものです。
IFC はカウリ債市場で IFCとして初のソーシャルボンド
発行枠を設定し、2029年 12月満期の 3億ニュージーラ
ンド・ドル（1億 8,500万米ドル相当）のソーシャルボ
ンドを起債しました。その後 2億 7,500万ニュージーラ
ンド・ドル分を追加発行した結果、総発行残高は 5億
7,500万ニュージーランド・ドル（3億 5,600万米ドル相
当）に達しました。

IFC が 2023年度に発行したソーシャルボンドのうち、規
模が最も大きかったのはメープル債（カナダ国外の発
行体が発行するカナダ・ドル建て債券）市場での起債

であり、満期 5年の 5億カナダ・ドルのソーシャルボン
ド（3億 6,690万米ドル相当）を発行しました。また IFC
はそれ以外の地域でもソーシャルボンドを発行し、同
様に成功を収めました。カンガルー債市場では 2035
年 4月満期の豪ドル建てソーシャルボンドを発行し、投
資家からの旺盛な需要が寄せられました。2023年度を
通じて計 8回、5億豪ドル（3億 3,940万米ドル相当）の
追加発行を行いました。これにより、豪ドル建てIFCソー
シャルボンドの総発行残高は 17億豪ドル（11億 8,000
万米ドル相当）となりました。IFC は米ドル建て変動利
付債市場にも参加し、2本のソーシャルボンドの発行を
通じて1億米ドルを調達したほか、私募により2,000万
米ドルを調達しました。またブラジル・レアル建てでも
総額 940万米ドルの私募発行を行いました。2023年
度末現在、IFCソーシャルボンドの総発行残高は 37億
5,000万米ドルとなっています。

BRL：ブラジル・レアル
USD：米・ドル
AUD：オーストラリア・ドル
CAD：カナダ・ドル

NZD：ニュージーランド・ドル
RUB：ロシア・ルーブル
MXN：メキシコ・ペソ
SEK：スウェーデン・クローナ
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エクアドルでの活気あるブルーファイナンス市場の開発を支援する

海に面するエクアドルは、世界有数の豊かな漁場に恵まれ、広大な海域と、太平洋東
南部で最も多くの小規模漁船団を有する国です。

エクアドルの海洋産業は、ブルーエコノミーを後押しし、持続可能な成⾧を支え、貧
困を軽減し、雇用を創出するための鍵を握ります。

中でも最も突出しているのが漁業セクターであり、GDP の約 1.5%と非石油輸出の
13% を占めています。同セクターの就業者数は 108,000人以上にのぼります。

とは言え、活気あるブルーエコノミーの追求には課題が伴い、それには海洋への配慮
を装っただけの「ブルーウォッシング」のリスクや、ブルーファイナンスに関する知識
不足などが含まれます。こうした点において民間セクターは、エクアドルが課題に対
処し、機会を活用できるよう、支援することができます。IFC は 2022年に、エクアドル
で 5番目に大きい商業銀行 Banco Internacional が発行した最初のブルーボンド総
額 7,900万米ドルのうち、4,000万米ドルに投資を行いました。

IFC の投資は、エクアドルだけでなく、ラテンアメリカ・カリブ海地域（LAC）地域の民
間セクターによる初のブルーボンドの起債に道を開きました。Banco Internacional
は、この調達資金を利用して清潔な水資源を保全し、持続可能な水産養殖、漁業及び
水産物バリューチェーンの管理を推進するプロジェクトに⾧期融資を提供し、支援を
行う予定です。このブルーボンドはエクアドルにおける気候変動の緩和策や適応策に
役立てられ、IFC が 2020年以降民間セクターの金融機関と企業に提供してきた総額
10億米ドル超のブルーローン及びブルーボンドの一部を構成します。

IFC によるアンカー投資は、他の市場参加者を引きつけ、同国の債券市場をさらに
発展させ、LAC 地域の諸国のために前例を作ることに貢献してきました。また IFC は
Banco Internacional によるブルーファイナンスの枠組み作りを支援し、ブルーボンド
市場を確立するためにエクアドルの金融規制当局と密に協力する方針です。このプロ
ジェクトは、世界のブルーエコノミー金融市場の開発に向けた IFC の取り組みを示す
好例です。

Banco Internacional S.A. 
上下水道の管理

注目のグリーンプロジェクト
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ブラジルの水・衛生インフラを改善する

ブラジルは世界の地表淡水の 12% 超を占め、豊富な水に恵まれた国です。このよう
に水資源が豊富であるにもかかわらず、人口の約 14% は安全な飲料水にアクセスす
ることができず、50% 超には適切な衛生施設がありません。地方自治体または州レベ
ルの公共水道施設及び公衆衛生サービスは、一般的にインフラ枠組みが貧弱であり、
投資不足と管理不足に悩まされています。気候変動と都市人口の急激な増加によっ
て需要が拡大した結果、従来からの問題が一段と悪化しました。

IFC は 2023年に、ブラジルの水道事業会社である Sociedade de Abastecimento de 
Água e Saneamento S.A.（Sanasa）に対して2億 6,000万ブラジル・レアル（約 5,200
万米ドル相当）のブルーローンを提供しました。Sanasa はその資金を元手に、130
万人が暮らすサンパウロ近郊の都市カンピーナスで給水システムと下水道インフラ
を拡張する予定です。Sanasa は、IFC の投融資のおかげでカンピーナスの住民に水
を提供するための貯水池を 30ヶ所建設することが可能になります。また Sanasa は、
2026年までにサービスの提供範囲を全住民に拡大することを目標に、下水道サービ
スの改善にも投資する方針です。加えて Sanasa は業務の強靭性・復旧力を高め、サー
ビス品質と効率を改善することも計画しています。

この融資は、助言サービスと投融資サービスを組み合わせ、気候に配慮した水道施設
ソリューションを推進する IFC の「気候変動のための公営企業イニシアティブ（U4C）」
に基づいて提供されました。IFC はこのほかにも、Sanasa の全 IT システムの診断を支
援する予定です。同社は既存の IT システムを全体の情報管理システム及び全社的な
ベストプラクティスに組み込み、経営判断ツールを構築し、経営効率を改善する方法
を特定することに関して支援を必要としています。

Sanasa は非効率的な廃水処理場を閉鎖することで、カーボンフットプリントを削減す
ることを目指しています。同社の戦略には、環境に配慮した施設に下水道を連結し直
し、給水車をより効率性の高い給水管網に置き換えることが含まれます。これらのイ
ニシアティブは、効率の改善だけでなく、ピラシカバ川、カピヴァリ川、及びジュンジ
アイ川（PCJ）流域の需要と供給の差を縮め、気候変動の緩和策や適応策に関するブ
ラジルの優先課題を支援することを目的としています。

Sanasa 
上下水道の管理

注目のグリーンプロジェクト
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女性が経営する 
モンゴル企業を支援する

モンゴルでは、中小企業の 3分の 2を女性が経営しています。しかしこの山がちな国
での資金調達は、まだ男女平等とは言えません。女性経営者は、融資と優遇金利への
アクセスという点で男性経営者より不利な立場にあります。女性により良い資金調達
手段へのアクセスを提供することは、単に社会的観点から不可欠なだけでなく、モン
ゴルが持続可能な成⾧を遂げる上でも非常に重要です。モンゴルでは、女性が経営
するものも含め、零細・中小企業が登記した企業の 77% を占めています。これらの企
業全体で労働人口の 72% を雇用し、GDP の 17.8% に貢献しています。モンゴルは成
⾧と持続可能性の両立という意欲的な計画を掲げているものの、同国の金融機関が
零細・中小企業のニーズを完全に満たせるようになるためには支援が必要です。

IFC は最近、自己勘定から最大 7,000万米ドルを融資し、モンゴル最大の金融機関で
ある Khan Bank を支援しました。Khan Bank は、この資金を IFC が他の融資機関から
動員した 6,000万米ドルで補完しつつ、より多くの女性経営企業への資金提供を実施
します。Khan Bank は女性起業家の能力開発を行っています。IFC の投融資は、女性
起業家機会改善ファシリティ（WEOF）及び女性起業家資金イニシアティブ（We-Fi）
の支援を受けて行われました。Khan Bank は現在、モンゴル人口の約 80% に銀行
サービスを提供しています。同行による支援は同国の零細・中小企業の成⾧に大き
な影響を与え、同行が提供する資金はモンゴルの事業主が従業員を支え、モンゴル
経済を成⾧させることに役立つでしょう。

Khan Bank への投融資には、モンゴル初のグリーンボンドの私募発行も含まれます。
Khan Bank はこの起債によって、気候変動対策ポートフォリオを拡大し、同国の再生
可能エネルギー、エネルギー効率化、グリーンビルディング、グリーンモビリティ、及
び気候変動に対応した農業の支援プロジェクトに資金を提供することが可能となりま
す。これらのプロジェクトは、気候ハザードとジェンダー障壁に同時に取り組むことで
気候変動対策ポートフォリオを拡大し、同国の男女の生計手段を増やすことにもつな
がります。IFC は過去 10年の間、同国におけるサステナブルファイナンスの発展を強
力に支援してきました。Khan Bank に対する IFC の投融資は、ジェンダーと気候に関
する優先課題に同時に対処することにより、変化をもたらしうることを示しています。

Khan Bank 
ジェンダー・ファイナンス

注目のソーシャルプロジェクト

Ph
ot

o 
by

 iS
to

ck
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アフリカの金融サービスへのアクセスを強化する

現在、アフリカ人口の 40% 以上は預金口座、クレジット
カード、融資枠などの基本的な金融サービスにアクセ
スすることができないでいます。スマートフォンその他
のインターネット接続機器はファイナンシャル・インク
ルージョン（金融包摂）を拡大し、デジタル・デバイド
を縮める上で重要な役割を果しうるものの、多くの人々
には依然、そうした機器を購入する経済的余裕があり
ません。

大手フィンテック・プラットフォームの M-KOPA は十分
な銀行サービスを受けられていない顧客に対し、生産
的な資産を購入するための、顧客を中心に据えた包摂
的、柔軟かつ進歩的なクレジットローンへのアクセスを
提供することにより、これらの互いに結び付いた課題に
取り組んでいます。M-KOPA は、デジタル少額決済の力
と GSM（汎欧州デジタル移動体通信システム）接続を
組み合わせることで、誰もがもっとファイナンスを利用
しやすくすることを目指しています。

IFC は 2023年 に、5,000万 米ド ル 相 当 の 多 通 貨 建て
融 資 を M-KOPA Kenya Ltd. に 提 供し た ほ か、1,500
万米ドル相当のウガンダ・シリング建て融資を KOPA 
Uganda Ltd. に提供しました。M-KOPA はこの融資を利
用して、与信履歴のない人々に新しいレベルの金融へ
のアクセスを提供することにより、十分な銀行サービス
を受けられていないアフリカ東部の消費者にまで金融
サービスを拡大する方針です。

金融取引に用いる既存の身分証明書や従来型の担保
の保有率が低い市場であっても、M-KOPA の革新的で
包摂的かつ柔軟な与信モデルを活用すれば、個人は少
額を預け入れることで、スマートフォンや電動バイク、
その他の機器など日常生活に欠かせないものに即座に
アクセスできるようになります。顧客はその後、ローン
や健康保険などのデジタル金融サービスにアクセスす
ることを選択したり、少額の分割払いで購入代金を返済
したりすることが可能です。

この資金提供は、IFC がサブサハラ・アフリカの都度
払いサービス事業者に対して行う最初のサステナビリ
ティ・リンク・ローンです。M-KOPA による環境・社会・
ガバナンス目標の達成を後押しするため、このローン
には金利の優遇条件が組み込まれており、女性へのス
マートフォン販売台数、女性への与信額、及び太陽光
発電製品ポートフォリオを通じて削減できた温室効果
ガス排出量に関するコミットメントなどが条件となって
います。

M-KOPA は、IFC からの調達資金を活用することでイン
パクトを拡大し、ファイナンシャル・インクルージョンを
深化するとともに、インターネットに接続した、生活の
質の改善につながる資金をアフリカ全土の低所得層消
費者に提供することが可能となります。

M-KOPA 
情報通信技術

注目のソーシャルプロジェクト
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by
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https://www.imd.org/ibyimd/finance/empowering-unbanked-populations-how-to-increase-financial-inclusion-with-community-group-savings/#:~:text=The%2520bad%2520news%252C%2520however%252C%2520is,transactions%2520are%2520still%2520cash%252Dbased%253F
https://m-kopa.com
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グリーンボンド適格プロジェクトの地域別コミットメント†

（百万米ドル）

 
　　　 (年度) 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 936 1,133 961 1,554 2,205  885 696 1,040 1,035 1,694  

融資実行額 242 957 754 1,357 1,913 1,135 642 665 1,326 1,247 

ラテンアメリカ・カリブ海
　　　 (年度) 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 618 422 90 534 406 252 330 101 210 334  

融資実行額 156 551 210 449 357 208 171 146 301 93 

欧州・中央アジア
　　　 (年度) 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 178 370 284 320 834 121 119 109 197 689  

融資実行額 66 228 265 312 833 183 255 49 220 584

中東・北アフリカ
　　　 (年度) 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 55 59 119 137 265 45 108 100 69 142  

融資実行額 9 34 86 184 75 148 62 79 167 20 

南アジア
　　　 (年度) 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 62 239 200 299 297 122 84 14 60 51  

融資実行額 11 125 154 194 200 248 75 10 85 8

東アジア・大洋州
　　　 (年度) 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント - - 229 204 340 325 38 366 352 431  

融資実行額 - - 18 179 427 306 47 198 323 514

サブサハラ・アフリカ
　　　 (年度) 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 23 43 39 36 63 20 17 350 120 47  

融資実行額 - 19 21 22 14 42 32 183 199 27

他地域
　　　 (年度) 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント - - - 24 - - - - 27 -  

融資実行額 - - - 17 7 - - - 30 - 

2023年 6月30日現在、IFCグリーンボンドの調達資金を充当したグリーンボンド適格プロジェクトは 285件です。
これらのプロジェクトへのコミットメント総額は 121億米ドルで、そのうち 102億米ドルが既に融資実行されました。

 
 合計

 12,139

10,237

†上記の表の一部数値は計算の更新を反映して調整しています。
 四捨五入のため、合計と一致しない場合があります。

 
 合計

 3,297

 2,642

 
 合計

 1,099

 864

 
 合計

 3,220

 2,995 

 
 合計

 1,428

 1,111   

 
 合計

 759  

 560

 
 合計

 2,286

 2,013  

 
 合計

 51   

 54   
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グリーンボンド適格プロジェクトのセクター別コミットメント†

（百万米ドル）

再生可能エネルギー
エネルギー効率化
その他緩和策
適応策

2014
936

756
81%

94/10%

86/9%

2021
1,040

342
33%

211
20%

487
47%

2020
696

92/13%

408
59%

117/17%

79/11%

2019
885

264
30%

556
63%

65/7%

2022
1,035

329
32%

287
28%

419
40%

2017
1,554

845
54%

579
37%

130/8%

2016
961

306
32%

521
54%

134/14%

2015
1,133

808
71%

275
24%

50/4%

2018
2,205

1,129
51%

784
36%

281
13%

11/0.5%

2023
1,694

1,014
60%

366
22%

312
18%

2/0.14%

†上記のグラフの一部数値は計算の更新を反映して調整しています。
 四捨五入のため、合計と一致しない場合があります。
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以下のインパクト・アセスメント表は、IFCグリーンボンドによる調達資金の中から部分的ま
たは全面的な資金供与対象となるプロジェクトによって期待される気候への効果を示すもの
です。表には 2023年度にコミットしたプロジェクトのみを記載しています。プロジェクトはセ
クター別に整理されており、プロジェクトの種類ごとに気候変動への適応策、エネルギー効率
化、再生可能エネルギー、またはその他緩和策に分類されています。

「その他緩和策」とは、最初の 3つのカテゴリーの基準を満たさない気候変動対策プロジェク
トを指します。ここでの「適応策」とは、適応能力やレジリエンスを維持または向上させること
により、気候変動及びその関連リスクに対する人間または自然系の脆弱性を軽減することを
指します。
2023年度には、以下の SDGs に対応するプロジェクトにコミットしました。

注記

1. インパクト指標はプロジェクト・レベルで追跡しており、IFC の拠出額に応じた按分は行っていません。

2. 直接的投融資のインパクトは、プロジェクトが完了し、通常の運営がなされるようになった段階における、代表的
な 1年に予想される年間の効果の推計値に関してプロジェクト実施前に作成した事前評価に基づいています。

3. 金融仲介機関などを通じた間接的投融資のインパクトは、様々な種類の適格プロジェクトへの調達資金の配
分予想に基づいて、保守的に推計しています。

4. 二重集計を回避するため、過年度にコミットメントを行い、2023年度に追加の資金供与を受けたプロジェクト
については、インパクトの推計値を記載していません。

5. 関連指標に関する情報が不十分なプロジェクトは、インパクトの推計値を記載していません。

6. IFCグリーンプロジェクトとグリーンボンド原則に記載されたプロジェクトのカテゴリーとの整合性は、グリーン
ボンド原則のカテゴリーに関する IFC の内部評価に基づいて判断しています。

2023年度にコミットしたグリーンボンド適格プロジェクト

21
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持続可能な開発目標グリーンボンド原則の
カテゴリー

プロジェクト名 プロジェクトの概要 年間発電量

MWh

再生可能エネル
ギープラント

（建設または改
修）設備容量
MW

融資契約額

百万米ドル

年間
エネルギー
節減量

kWh

プロジェ
クトID

国または地域種類グリーンボンド
気候変動対策分野

年間温室効果
ガス削減量

（推定）

CO2排出量（t）

46696

 
 
 
 
 
 
 

47457

 
 
 
 
 

46788 
 
 
 
 
 

47448

気候変動への 
適応策

 
 
 
 
 
 
グリーン 
バンキング

 
 
 
 
グリーン 
バンキング

 
 
 
 
 
グリーン 
バンキング

気候変動への 
適応策

 
 
 
 
 
 
グリーン 
ビルディング

 
 
 

• 再生可能 
エネルギー

• エネルギー 
効率化

• 持続可能な上 
下水道の管理 

• 再生可能 
エネルギー

• 持続可能な上 
下水道の管理

•クリーンな輸送

-   

 
 
 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
 
 
-   

南アフリカ

 
 
 
 
 
 
 
ルーマニア

 
 
 
 
 
トルコ

 
 
 
 
 
 
タイ

適応策

 
 
 
 
 
 
 
エネルギー 
効率化

 
 
 
 
エネルギー 
効率化

 
 
 
 
 
再生可能 
エネルギー

Blueberry III

 
 
 
 
 
 
 
DCM UCB 
Romania

 
 
 
 
YKL  
Climate

 
 
 
 
 
DCM BAY 
GreenBlue

IFC の融資は、アフリカ南部のブルーベ
リーのバリューチェーンに携わる United 
Exports Limited が霜害の被害を緩和す
るための支援に充てられる。同社はその
ために霜害の影響を受けないブルーベ
リーの次世代品種 OZblu® を採用し、西
ケープ地域を含め霜害のない地域にブ
ルーベリー果樹園を拡大する。

IFC が引き受けた UniCredit Bank S.A. の
シニア債による調達資金は、ルーマニア
国内における同行のグリーン住宅ポート
フォリオの資金として用いられる。

 
 
IFC の融資は、幅広い中小企業セグメント
を顧客とし、再生可能エネルギー、エネ
ルギー効率化及びブルーファイナンスに
投資している最大の融資機関である Yapi 
Kredi Bank に革新的な新商品を提供する
ことで、トルコの気候変動対策向けファイ
ナンス市場の開発支援に充てられる。

IFC が引き受けた Bank of Ayudhya Public 
Company Limited（BAY）のグリーンボン
ド及びブルーボンドによる調達資金は、
海洋に配慮したプロジェクトに関連する
同行のブルー資産の開発支援や、清潔な
水資源の保護に充てられるほか、残りの
額は電気自動車（EV）や再生可能エネル
ギーを含む同行の適格グリーン資産の拡
大支援に充てられる。BAY はタイで 5番
目に大きい、国内のシステム上重要な銀
行（D-SIB）である。

-   

 
 
 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
 
 
-   

-   

 
 
 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
 
 
-   

- 

 
 
 
 
 
 
 

1,493 

 
 
 
 
 

10,022 

 
 
 
 
 
 

221,932 

2.31 

 
 
 
 
 
 
 

47.48 

 
 
 
 
 

80 

 
 
 
 
 
 

400 

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46696/blueberry-iii
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47457/dcm-ucb-romania
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46788/ykl-climate
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47448/dcm-bay-green-blue-bond
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45472

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4687312 
 
 
 

47722 
 
 

46557 
 
 
 
 

45729

グリーン 
ビルディング

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グリーン 
ビルディング

 
 
 
グリーン 
ビルディング

 
 
グリーン 
ビルディング

 
 
 
 
グリーン 
ビルディング

グリーン 
ビルディング

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グリーン 
ビルディング

 
 
 
グリーン 
ビルディング

 
 
グリーン 
ビルディング

 
 
 
 
グリーン 
ビルディング

-   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
-   

 
 
 
- 

 
 
 
 

911,000

コロンビア

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ケニア

 
 
 
 
東欧

 
 
 
ケニア

 
 
 
 
 
南スーダン

エネルギー 
効率化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
再生可能 
エネルギー

 
 
 
エネルギー 
効率化

 
 
エネルギー 
効率化

 
 
 
 
エネルギー 
効率化

Visum REIT

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Kasada  
Umba

 
 
 
CTP UCL

 
 
 
Avenue II

 
 
 
 
 
FCSRE 
Dembesh

IFC の 融 資 は、Visum の 2022年 ～ 2024
年のグリーン商業不動産投資計画の支援
に充てられる。Visum はコロンビアで 5
番目に大きい不動産投資信託（REIT）で
あり、同社の開発計画には、地域の大手
小売会社 Falabella のための、世界有数
のビルド・トゥ・スーツ（BTS）型倉庫（8
万平方メートル）が含まれる。同倉庫には、

「不動産機関投資家ポートフォリオのた
めのグリーンパスウェイ（GRIP）」イニシ
アティブに基づき、Falabella の電子商取
引事業拠点が入居する予定である。GRIP
は、大規模不動産資産の所有者とテナン
トによる脱炭素化及び温室効果ガス排出
量ネットゼロ化戦略の策定と実行を支援
することを目的としている。この融資と
GRIP に基づく協力により、コロンビア初
のグリーン REITという Visum の目標の実
現を後押しする。

IFC の融資は、ケニアのナイロビにある
Crowne Plaza Hotel の取得とその後の改
修・リポジショニング資金に用いられる。
同ホテルは EDGE 認証の取得を予定して
いる。

IFC の融資は、ブルガリアとポーランドに
おける、エネルギー効率に優れ、グリー
ン認証を取得した工業・物流団地の開発
資金に充てられる。

IFC の融資は、ケニアの保健医療提供機
関である Avenue Group Limited が新し
い保健医療施設を開発し、既存の病院や
診療所を改良して一次医療拠点網を拡大
するための支援に充てられる。これらの
施設は EDGE 認証の取得を予定している。

IFC の融資は、南スーダンのジュバにある
Dembesh Hotel のプロジェクトの資金に
充てられる。本プロジェクトには客室 30
室の増設と既存客室の改修が含まれ、グ
リーンビルディング認証の取得も予定し
ている。

-   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
-   

 
 
 
- 

 
 
 
 
-

-   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
-   

 
 
 
- 

 
 
 
 
-

- 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,488 

 
 
 
 

24 

 
 
 

137 

 
 
 
 
 

552 

22 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.08 

 
 
 
 

129.41 

 
 
 

12.7 

 
 
 
 
 

3.71 

持続可能な開発目標グリーンボンド原則の
カテゴリー

プロジェクト名 プロジェクトの概要 年間発電量

MWh

再生可能エネル
ギープラント

（建設または改
修）設備容量
MW

融資契約額

百万米ドル

年間
エネルギー
節減量

kWh

プロジェ
クトID

国または地域種類グリーンボンド
気候変動対策分野

年間温室効果
ガス削減量

（推定）

CO2排出量（t）

12  このプロジェクトをカバーする親プロジェクトの開示へのリンク。

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45472/visum-reit
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/44585/kasada-hospitality-fund-lp
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47722/ctp-ucl
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46557/avenue-ii
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45729/dembesh-hotel
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46362 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

41727 
 
 
 
 
 
 
 

46536 
 
 
 

46952

 
 
 
 
 
 
 
 

45644

太陽光発電 / 
風力発電

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
太陽光発電

 
 
 
 
 
 
 
 
太陽光発電

 
 
 
 
太陽光発電

 
 
 
 
 
 
 
 
太陽光発電

再生可能 
エネルギー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
再生可能 
エネルギー

 
 
 
 
 
 
 
再生可能 
エネルギー

 
 
 
再生可能 
エネルギー

 
 
 
 
 
 
 
再生可能 
エネルギー

- 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
-   

 
 
 
 
 
 
 
 
-   

インド

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エジプト

 
 
 
 
 
 
 
 
タイ

 
 
 
 
チリ

 
 
 
 
 
 
 
 
アルバニア

再生可能 
エネルギー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
再生可能 
エネルギー

 
 
 
 
 
 
 
再生可能 
エネルギー

 
 
 
再生可能 
エネルギー

 
 
 
 
 
 
 
再生可能 
エネルギー

FP Energy  
PF 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Abydos  
Solar IPP

 
 
 
 
 
 
 
Sermsang 
Solar

 
 
 
Engie  
Chile UCL 

 
 
 
 
 
 
 
Karavasta 
Solar

IFC の融資は、（i）95MWp のオンサイト太
陽光発電システム（RTS）及び（ii）オープ
ンアクセス（OA）モデルに基づく75MWp
のオフサイトの地上設置型太陽光発電シ
ステム から成る Fourth Partner Energy 
Private Limited の 170MWp の 分 散 型 発
電資産ポートフォリオの資金に充てられ
る。同社はこのポートフォリオにより、⾧
期買電契約（PPA）を通じてインド各地の
商工業顧客に電力を供給する。同社はイ
ンド有数の再生可能エネルギー開発企業
である。

IFC の 融 資 は、500MW の Abydos Solar 
PV 独立系発電事業者（IPP）プロジェクト
の開発・設計・建設・運営・保守の支援
に充てられる 。本プロジェクトでは、デ
モンストレーションと複製を通じて再生
可能エネルギーの生産を拡大し、エネル
ギー・ミックスを多様化することにより、
エジプト電力セクターの強靱性を高める。

 
IFC の融資は、アジア各地での再生可能
エネルギー・プロジェクト（太陽光発電
所、屋上太陽光発電、風力及びバイオマ
ス）の取得・開発・建設資金に充てられる。

 
サステナビリティ・リンク・ファイナンス
の特徴を備えた IFC のグリーンローンは、
チリで最も重要な発電会社の 1つである
ENGIE Energía Chile（EECL）の脱炭素化
計画資金の一部に充当される。この計画
では、太陽光発電及び電池電力貯蔵シス
テムから成る新規及び既存の再生可能エ
ネルギー資産への資金提供と活用を通じ
て、石炭利用からの脱却を目指す。

IIFC の融資は、アルバニアのフィエル州の
太陽光（PV）発電所（124MWac/140MWp）
の開発・建設・運営・保守資金に充てられ
る。同発電所は 19.2km の 220kV の送電線
を通じて全国の送電線網に電気を送る。
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170 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

500 

 
 
 
 
 
 
 
 

52 

 
 
 
 
- 
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74,000 

 
 
 
 

861,518

 
 
 
 
 
 
 
 

68,032 

51.45 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

88 

 
 
 
 
 
 
 
 

31.37 

 
 
 
 

200

 
 
 
 
 
 
 
 

31.71 

持続可能な開発目標グリーンボンド原則の
カテゴリー

プロジェクト名 プロジェクトの概要 年間発電量

MWh

再生可能エネル
ギープラント

（建設または改
修）設備容量
MW

融資契約額

百万米ドル

年間
エネルギー
節減量

kWh

プロジェ
クトID

国または地域種類グリーンボンド
気候変動対策分野

年間温室効果
ガス削減量

（推定）

CO2排出量（t）

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46362/fp-energy-pf
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/41727/abydos-solar-ipp
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46536/sermsang-solar
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46952/engie-chile-ucl
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45644/karavasta-solar
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46290

 
 
 
 
 
 
 
 

46190 
 
 
 
 
 

47383 

 
 
 
 
 
 
 
 

46561 
 
 
 
 
 

46728

太陽光発電

 
 
 
 
 
 
 
 
上下水道の 
管理

 
 
 
 
 
上下水道の 
管理

 
 
 
 
 
 
 
輸送

 
 
 
 
 
 
輸送

•  再生可能 
エネルギー

•  エネルギー 
効率化

•  グリーン 
ビルディング

 
 
 
持続可能な 
上下水道の管理

 
 
 
 
 
持続可能な 
上下水道の管理

 
 
 
 
 
 
 
クリーンな輸送

 
 
 
 
 
 
クリーンな輸送

-   

 
 
 
 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
 
 
-

アフリカ 
地域

 
 
 
 
 
 
 
エクアドル

 
 
 
 
 
 
ブラジル

 
 
 
 
 
 
 
 
トルコ

 
 
 
 
 
 
ポーランド

エネルギー 
効率化

 
 
 
 
 
 
 
その他 
緩和策

 
 
 
 
 
その他 
緩和策

 
 
 
 
 
 
 
再生可能 
エネルギー

 
 
 
 
 
その他 
緩和策

Africa Go 
Green

 
 
 
 
 
 
 
DCM BI Blue

 
 
 
 
 
 
SANASA  
Loan 

 
 
 
 
 
 
 
Otosan EV

 
 
 
 
 
 
SK IET  
Poland

Africa Go Green（AGG）はアフリカ全土の
温室効果ガス排出削減支援に特化した債
券投資ファンド。IFC の融資により、高効
率器具及び産業機器の購入、既存建物及
び新しいグリーンビルディングの改良、住
宅・商工業分野の消費者のための屋上太
陽光発電及び電池電力貯蔵システムの設
置を含め、アフリカの気候に配慮したプロ
ジェクトへの資金提供拡大が可能になる。

Banco Internacional は中小企業と商業
顧客に特化したエクアドルで 5番目に大
きい商業銀行。IFC が引き受けた同行の
ブルーボンドによる調達資金 4,000万米
ドルは、エクアドルの持続可能なブルー
エコノミーと、清潔な水資源の保全を支
援するプロジェクトに転貸された。

IFC のブルーローンは、ブラジルの水・衛
生サービス企業 Sanasa による、カンピー
ナスでの給水システム及び下水道処理能
力の拡大支援に充てられる。このローン
は、2026年までにサービスの提供範囲を
全住民に拡大するという同社の目標の実
現と、業務の強靭性・復旧力を高め、サー
ビス品質と効率を改善することに役立て
られる。

トル コ の 大 手 自 動 車 メー カ ーで ある
Otosan は、同国のイェニキョイ工場で製
造される、1トンの中型 EV である新型商
用車フォード・トランジット・カスタムの
生産を拡大するため、10億ドルの複数年
投資プログラムを実施しており、IFC の融
資はその資金の一部に充てられる。

IFC の融資は、ポーランドのドンブロヴァ・
グルニチャにある SK Poland のリチウム
イオン電池セパレーター（LiBS）生産施
設の継続的な建設・拡張支援に充てら
れる。SK Poland は LiBSメーカー SK i.e. 
technology Co. Ltd のポーランド子会社
である。LiBS は EV 用電池の重要な部品
であり、本プロジェクトでは、SK Poland
が欧州で急速に拡大しつつある EV 用電
池需要に対応できるよう支援を行う。
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- 

 
 
 
 
 
 

18,816 

 
 
 
 
 
 
 
 

32,607 
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44.83 

 
 
 
 
 
 
 
 

159.53 

 
 
 
 
 
 

200

持続可能な開発目標グリーンボンド原則の
カテゴリー

プロジェクト名 プロジェクトの概要 年間発電量

MWh

再生可能エネル
ギープラント

（建設または改
修）設備容量
MW

融資契約額

百万米ドル

年間
エネルギー
節減量

kWh

プロジェ
クトID

国または地域種類グリーンボンド
気候変動対策分野

年間温室効果
ガス削減量

（推定）

CO2排出量（t）

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46290/africa-go-green
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46190/banco-internacional-blue-bond
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47383/sanasa-loan
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46561/otosan-ev
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46728/sk-iet-poland
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47580 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

45669

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

45837

輸送

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
廃棄物管理

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
風力発電 

クリーンな 
輸送

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
汚染の防止と 
管理

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
再生可能 
エネルギー

-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-   

トルコ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブラジル

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エジプト

エネルギー 
効率化

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他 
緩和策

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
再生可能 
エネルギー

Marport 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Orizon  
Waste

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Amunet  
Wind IPP

IFC の融資は、トルコで 3番目に大きいコ
ンテナターミナルであるマルポート港の
改修と既存の船舶係留場所（バース）の
拡張、及び新しい機器の調達支援に充て
られる。これにはバースの掘削及び係留
地の浚渫作業が含まれる。バースでの喫
水をこれまでよりも深くし、船舶間荷役用
の給電式トランスファークレーンを調達
することで、より大型の船舶が徐々に同
ターミナルに寄港するようになれば、輸
送のコスト効率が改善し、温室効果ガス
排出量を削減できる見通しである。

Orizon はブラジルの大手廃棄物処理会
社。同社に対するこの 1億 3,000万ブラ
ジル・レアルの融資は、IFC が新興市場
の廃棄物処理セクターに提供する最初の
サステナビリティ・リンク・ローンである。
この投融資では、ラテンアメリカ最大の
機械式資源回収施設（MRFI）の建設を支
援する。同施設は汚れた混合廃棄物を扱
い、1日約 2,000トンを処理可能なため、
リサイクル率を高めることで埋立処分場
に送られる廃棄物の量を削減する。また
この融資は 2ヶ所の浸出水処理施設の拡
張と、Orizon の衛生埋立処分場 3ヶ所へ
の設備投資にも充てられる。

IFC の融資は、エジプトのスエズ湾地域に
お ける504.4MW の Amunet Wind 独 立
系発電事業者（IPP）プロジェクトの開発・
設計・建設・運営・保守の支援に充てら
れる。本プロジェクトでは、デモンストレー
ションと複製を通じて再生可能エネル
ギーの生産を拡大し、エネルギー・ミック
スを多様化することにより、電力セクター
の強靱性を高める。
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54,849 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,062,383 

40.8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

26.77 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

50.02 

持続可能な開発目標グリーンボンド原則の
カテゴリー

プロジェクト名 プロジェクトの概要 年間発電量

MWh

再生可能エネル
ギープラント

（建設または改
修）設備容量
MW

融資契約額

百万米ドル

年間
エネルギー
節減量

kWh

プロジェ
クトID

国または地域種類グリーンボンド
気候変動対策分野

年間温室効果
ガス削減量

（推定）

CO2排出量（t）

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47580/marport-liman-isletmeleri-sanayi-ve-ticaret-anonim-sirketi
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45669/orizon-waste
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45837/amunet-wind-ipp
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ソーシャルボンド適格プロジェクトの地域別コミットメント†

（百万米ドル）

 
ラテンアメリカ・カリブ海
　　　　年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 42 108 205 319 395 675 872

融資実行額 8 86 237 227 285 370 1,268

 
サブサハラ・アフリカ 
　　　　年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 155 104 130 532 181 92 492

融資実行額 109 79 33 97 502 178 416

 
南アジア
　　　　年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 165 151 320 317 345 405 601

融資実行額 100 122 398 146 227 307 925

 
東アジア・大洋州 
　　　　年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 137 71 141 586 321 403 465

融資実行額 33 168 53 279 511 327 262 
欧州・中央アジア 
　　　　年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 109 177 20 166 232 239 217

融資実行額  107 154 41 76 224 68 305

 
中東・北アフリカ 
　　　　年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント 12 106 7 116 27 13 5

融資実行額 7 5 108 21 107 25 18

 
他地域 
　　　　年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

コミットメント - - - 120 - - -

融資実行額 - - 2 120 - - -

 
　　　　年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

コミットメント 620 717 823 2,156 1,501 1,827 2,652

融資実行額 364 614 872 966 1,856 1,275 3,194

2023年 6月30日現在、IFCソーシャルボンドの調達資金を充当した適格プロジェクトは 299件です。
これらのプロジェクトへのコミットメント総額は 103億米ドルで、そのうち91億米ドルが既に融資実行されました。

 
 合計

10,296

 9,141

 
 合計

2,616

 2,481

 
 合計

1,160 

 975

 
 合計

286

 291  

 
 合計

2,304

 2,225   

 
 合計

 2,124 

 1,633

 
 合計

 1,686

 1,414 

 
 合計

120

 122†上記の表の一部数値は計算の更新を反映して調整しています。
 四捨五入のため、合計と一致しない場合があります。
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ソーシャルボンド適格プロジェクトのセクター別コミットメント13† 

（百万米ドル）

 
             情報通信技術
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 合計

Com* - 137 15 - 3 - 128 283

Dis**  - 31 105 9 - 1 67 213

             住宅金融
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 合計

Com* - 20 - 248 275 140 845 1,528

Dis**  - 20 - 248 - 286 940 1,494

             マイクロファイナンス
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 合計

Com* 449 150 424 179 333 262 157 1,954

Dis**  205 316 405 125 343 86 443 1,923

             その他金融
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 合計

Com* 3 4 - - - 26 - 33 

Dis**  - 1 1 1 2 - - 5 

             ジェンダー・ファイナンス
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

Com* - 241 253 419 130 347 940 2,330

Dis**  40 189 215 326 212 130 745 1,857

             インフラ
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 合計

Com* 20 - - 28 10 104 - 162

Dis**  13 - - 20 8 104 155 300

             ⾷糧と飲料
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 合計

Com* 29 36 18 56 31 10 - 180

Dis**  3 15 29 20 65 4 5 141

             保健
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 合計

Com* - 68 37 9 159 627 220 1,120

Dis**  - - 85 - 160 250 368 863

             アグリビジネス
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 合計

Com* 119 56 76 273 86 57 58 725

Dis**  104 41 31 167 128 72 21 563

             教育
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 合計

Com* - 5 - 106 40 - 51 202

Dis**  - 1 1 - 57 - 20 79

             新型コロナ対策向けファイナンス
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 合計

Com* - - - 838 434 254 253 1,779

Dis**  - - - 50 881 342 430 1,703

13  プロジェクトは最も該当するセクターに分類されており、重複または二重計上はありません。

*  コミットメント
** 融資実行額

†上記の表の一部数値は計算の更新を反映して調整しています。 
四捨五入のため、合計と一致しない場合があります。
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以下のインパクト・アセスメント表は、セクター別に整理された、2023年度の IFCソーシャル
ボンドの資金供与対象となるプロジェクトによって期待される成果を示すものです。適格プロ
ジェクトのカテゴリーには、ソーシャルボンド原則に記載されたものが含まれます。2023年度
には、以下の SDGs に対応するプロジェクトにコミットしました。

注記

1. 本報告は、プロジェクトの影響評価時における事前評価に基づいています。インパクト・アセスメント表の数
値にはプロジェクトの効果の推計値が含まれており、これらの効果が実現する保証はありません。そのため、
この報告は、特定の年度または報告期間において達成された実際の効果を報告するものではありません。

2. IFC の拠出額に応じたインパクト指標の按分は行っていません。

3. 一部のソーシャルボンド・プロジェクトは複数のソーシャルボンド原則のカテゴリーにまたがっていますが、
明確化のため、ソーシャルボンド原則のカテゴリーに関する IFC の内部評価に基づいて決定した主要カテゴ
リーのみを記載しています。

4. 以下の表に含まれる頭字語はそれぞれ MSME（零細・中小企業）、MSE（零細・小規模企業）、SME（中小企業）、
WMSME（女性が経営する零細・中小企業）、及び WSME（女性が経営する中小企業）を表しています。

2023年度にコミットしたソーシャルボンド適格プロジェクト

30
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インパクトのハイライト
支援した人・組織の総数 130,691,211

31

2023年度のソーシャルボンドの資金供与対象となるプロジェクトは、以下のテーマか
ら選ばれました。

インクルーシブ・プロジェクト及びジェンダー・ファイナンス・プロジェクト
インクルーシブ・プロジェクトは、低所得層及び十分なサービスを受けられていない
人々のために、財、サービス、生計手段及び市場へのアクセスを拡大することに重点
を置いています。ジェンダー・ファイナンス・プロジェクトは、女性が経営する企業の
融資へのアクセスにおけるジェンダーギャップに対処するものです。

グローバル・ヘルス・プラットフォーム・プロジェクト
IFC のグローバル・ヘルス・プラットフォームを構成するプロジェクトは、メーカー、サ
プライヤー、及びサービス・プロバイダーに金融ソリューションを提供することで、設
備拡張資金や運転資金を賄えるよう支援します。これらのプロジェクトは、途上国にお
ける手頃な価格の保健医療製品やサービスの供給を増やすものであり、IFC のパンデ
ミック対応における重要な要素です。

COVID-19対策プロジェクト
COVID-19対 策プロジェクトは、IFC の COVID-19対 策 向 け資 金 支 援ファシリティ

（COVID-19 Response Financing Facility）の一環です。これらのプロジェクトには、
銀行への支援を通じて、銀行の顧客である現地企業が経費を支払い、従業員給与の
支払い義務を果たすための運転資金を補充できるよう支援することが含まれます。
ベース・オブ・ピラミッド（BOP）ファシリティは、金融サービス・プロバイダーによる
小規模企業、非公式企業、及び低所得世帯への資金供与を支援します。これらのプロ
ジェクトは全体として、新興市場における経済成⾧や雇用の創出、及びパンデミック
からの強靱な回復を支えます。

基準値

  5,974,168

85,636

90,175

673,963

121,259

20,729

- 

24,369

目標

8,237,149

218,770

100,966

3,366,315

641, 635

30,151

118,000,000

96,495

指標

マイクロファイナンスの融資件数（件）

支援した農家の数（軒）

学校に通わせた学生の数（人）

支援した顧客の数（件）

女性向けの融資件数（件）

中小企業向けの融資件数（件）

販売したワクチン数（回）

住宅ローンの融資件数（件）
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基本的サービスへのアクセス

 
 
 
 
基本的サービスへのアクセス
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基本的サービスへのアクセス
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ブルキナ 
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コート 
ジボワール

 
 
 
コソボ

Baobab
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Finance in 
Kosovo (AFK)
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マイクロ 
ファイナンス

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マイクロ 
ファイナンス

4402814

 
 
 
 

47065 
 
 
 

47100 
 
 
 

47129 
 
 
 

47130 
 
 
 

48146

 
 
 
 

47929

ソーシャルボンド原則の 
カテゴリー

国または 
地域

セクター プロジェクトの概要組織名 適格融資 
コミットメント

（百万米ドル）

持続可能な 
開発目標

プロジェ
クト ID

Baobab Group は 500,000近い零細起業家や小規模企業に
サービスを提供する金融サービス・グループであり、従来の
銀行による十分なサービスを受けられていない地域におけ
る資金へのアクセスの改善を支援している。Baobab は 2006
年サブサハラ・アフリカのためのマイクロファイナンス・イ
ニシアティブを導入した最初のマイクロファイナンス・ネット
ワークの一つ。支援対象に選ばれた子会社はそれぞれの市
場の代表的な融資機関であり、このプロジェクトは IFC にとっ
て、ファイナンシャル・インクルージョンに貢献する複数の機
関を効率的に支援する機会となっている。

このプロジェクトでは複数の現地通貨建てで融資を行い、
Baobab Group によるサブサハラ・アフリカの零細・小規模
企業向け融資の拡大を支援する。またこのプロジェクトでは
ブルキナファソ、コンゴ民主共和国、コートジボワール、マダ
ガスカル、マリ、セネガルにある Baobab の関係会社 6社に
対しても支援を行う。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
AFK は小規模・零細企業に金融サービスを提供するコソボ
有数のマイクロファイナンス機関。このプロジェクトでは、小
規模農家、零細企業、女性が経営する小規模企業、農業セク
ターの起業家、及び十分なサービスを受けられていない農
村部の起業家を含め、コソボの個別の起業家や零細企業を
支援する。

14  BAOBABプロジェクトの開示へのリンクは、すべてのプロジェクトをカバーする親プロジェクトへのリンクです。

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47369/bop-baobab
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47369/bop-baobab
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47369/bop-baobab
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47369/bop-baobab
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47369/bop-baobab
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47369/bop-baobab
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47929/afk-agri-mse-2-kosovo
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KEP Trust は小規模・零細企業に金融サービスを提供するコ
ソボの大手マイクロファイナンス機関。このプロジェクトでは、
小規模農家、零細企業、女性が経営する小規模企業、農業セ
クターの起業家、及び十分なサービスを受けられていない農
村部の起業家を含め、コソボの個別の起業家や零細企業を
支援する。

 
KRK は農業部門の顧客に特化し、零細企業に金融サービス
を提供する、コソボで 3番目に大きいマイクロファイナンス機
関。このプロジェクトでは、小規模農家、零細企業、女性が経
営する小規模企業、農業セクターの起業家、及び十分なサー
ビスを受けられていない農村部の起業家を含め、コソボの個
別の起業家や零細企業を支援する。

 
Bayport はザンビアの大手ノンバンク金融機関。このプロジェ
クトでは、融資へのアクセスを拡大し、農村部の住民や女性
を含め、十分なサービスを受けられていない個人への融資
業務を拡大する。このプロジェクトでは、ザンビアの生計手段
を強化し、所得獲得能力を高める。

金融機関、法人、小規模企業及び金融サービスにアクセスで
きない個人にサービスを提供するVivriti Asset Management 
Private Limited（VAM）が運用するファンド。零細・中小企業
及び女性が経営する零細・中小企業を中心に融資を行う。

Vitas Palestine はヨルダン川西岸・ガザ地区で事業を営む
マイクロファイナンス企業。ビジネス・ローン、住宅ローン及
び消費者ローンを含むいくつかのローン商品を提供すること
で、零細・中小企業及び個人の借り手にサービスを提供して
いる。このプロジェクトでは、中小企業や女性が経営する中
小企業への融資を行う。

Elet Capital はキルギス共和国のマイクロファイナンス企業。
このプロジェクトでは、特に農村部での、女性が経営する企業
への融資やマイクロ住宅ローンに重点を置きながら、零細企
業や十分なサービスを受けられていない個人による融資への
アクセスを拡大する。

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47937/kep-agri-mse-2
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47938/krk-agri-mse-2
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46875/bop-bayport-zam
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46295/vivriti_abs
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45752/fcsre-vitas-palestine-msme-loan
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46697/bop-elet-capital
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Respublika Bank は主に中小企業、現地の起業家及び個人に
サービスを提供するアゼルバイジャンの大手民間独立銀行
の一つ。このプロジェクトでは、女性が経営する零細・中小企
業への転貸も含め、零細・中小企業に対する融資を支援する。 

 
KMF はカザフスタン最大のマイクロファイナンス機関。この
プロジェクトでは、農村部の零細・小規模企業や、新型コロ
ナ危機によって経済環境が悪化し、ロシアのウクライナ侵攻
によって一段と状況が悪化した女性起業家に対し、多いに必
要とされている現地通貨建て資金を提供する。さらにこのプ
ロジェクトでは、KMF の商品や業務のデジタル化を支援する。

KICB はキルギス共和国の民間セクターにサービスを提供す
る大手金融サービス・プロバイダーの一つ。このプロジェク
トでは、特に低所得層向けの手頃な金利の住宅金融の維持
や、新型コロナ危機によって経済環境が悪化し、ロシアのウク
ライナ侵攻によって一段と状況が悪化した女性が経営する中
小企業への融資に重点を置きながら、十分なサービスを受け
られていない個人や零細企業による融資へのアクセスを拡
大する。これにはマイクロファイナンス機関経由での融資も
含まれる。

BTPN はインドネシアの上場銀行。このプロジェクトでは、女
性が経営する中小企業及び女性が経営する零細・中小企業
向けの同行の融資プログラムを支援する。

 
Chongho Bridge は中国農村部の歴史ある金融サービス・
プロバイダー。子会社を通じて少額融資や農村部向けの包
括的なサービスを提供している。農村部に特化したマイクロ
ファイナンス機関としては中国最大の規模である。このプロ
ジェクトでは、Chongho Bridge が発行するソーシャルボンド
に現地通貨建てで投資を行い、Chongho Bridge はその調達
資金を中国の国境地域の省と内モンゴル自治区の女性また
は女性が経営する零細・小規模企業への転貸に充てる。IFC
はソーシャルボンドの募集においてアンカー投資家の役割を
果たし、他の投資家からの動員を支援する。

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47054/bop-respublika
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47224/bop-kmf-fy23
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47229/bop-kicb-fy23
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47411/dcm-btpn-debt
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47563/chongho-bridge-social-bond


3515  既往の顧客であるため、本プロジェクトの指標については過去のインパクト・レポートでも言及しています。
16  このプロジェクトをカバーする親プロジェクトの開示へのリンク。
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Alliance de Crédit et d'Epargne pour la Production（ACEP）
は ACEP Internationalと I&P Entrepreneurs が設立した地域
のマイクロファイナンス・グループである。このプロジェクト
では、同マイクロファイナンス機関によるブルキナファソでの
農村金融及び零細・中小企業向け融資業務の拡大を支援す
る。このプロジェクトは、アフリカ・中東地域の零細・中小農
業企業、小規模農家、及び農村部のバリューチェーン事業者
を含め、農村部の零細・中小企業向け融資を支援するため
に IFC が開発したプラットフォーム・プログラム「IFC 農村金
融ファシリティ（Rural Finance Facility）」第 1フェーズの一部
を構成する。第 1フェーズでは農村金融に関心のあるパート
ナー金融機関を特定し、支援する。第 2フェーズでは、複数の
バリューチェーンにまたがった農業協同組合による、パート
ナー金融機関を通じたデジタル融資の支援に焦点を当てる。

DenizBank はトルコで 5番目に大きい民間銀行。このプロ
ジェクトでは、適格なアグリビジネス農家及び農業生産を主
要事業とする零細・中小企業向けの同行の融資プログラムを
支援する。

 
 
UNICECAM はマダガスカルの農村部向け大手マイクロファイ
ナンス機関の一つ。このプロジェクトでは、零細・小規模企業
への資金提供を可能にすることにより、経済活動やコロナ危
機後のレジリエンスの構築を支援する。

 
SGM は Société Générale Group の子会社であり、マダガス
カルの個人、零細・中小企業、法人、及び各種機関（金融機関、
公共団体、非政府組織（NGO））を対象に、持続可能で責任あ
る銀行サービスを提供している。このプロジェクトでは、零細・
中小企業への資金提供を可能にすることにより、経済活動や
コロナ危機後のレジリエンスの構築を支援する。

Platcorp Holdings はモーリシャスで登記されたマイクロファ
イナンス兼投資運用会社である。同グループはケニア、レソ
ト、南アフリカ、タンザニア、ウガンダ、ザンビアでマイクロファ
イナンス会社 9社を運営している。零細・中小企業に手頃な
マイクロファイナンス・サービスを提供し、アフリカ各地での
雇用を支援することが同社の使命である。このプロジェクトで
は、同社の子会社であるマイクロファイナンス機関 Platinum 
Credit Uganda 及び Premier Credit Uganda に流動性を提供
することで、両社の零細・中小企業ポートフォリオの拡大を支
援し、それによって零細・中小企業による融資へのアクセス
を改善する。

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/40839/rff-acep-burkina-sl
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45177/rsf-deniz-agri
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46265/bop-madagascar
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46265/bop-madagascar
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45387/platcorp
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45387/platcorp
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Banco Industrial はグァテマラの大手金融機関。このプロジェ
クトでは、パンデミックの影響を受けた中小企業及び女性が
経営する中小企業を対象に、運転資金面での支援を提供する。

 
 
Itaú はブラジル最大の民間銀行。このプロジェクトでは、女性
が経営する零細・中小企業向けの同行の融資プログラムを
支援する。支援額のうち 10% を、ブラジル北部及び北東部の
十分なサービスを受けられていない地域のプロジェクトに割
り当てる。

BMI は融資総額でモーリタニア第 3位の銀行であり、資産総
額及び預金総額ではモーリタニア第 4位の銀行に成⾧した。
このプロジェクトでは、零細・中小企業及び女性が経営する
零細・中小企業を支援する。

 
La Régionaleは2022年に銀行免許を取得したカメルーンのマ
イクロファイナンス機関。このプロジェクトでは、現地通貨建て
で資金を提供し、La Régionale が零細・中小企業を含むリテー
ル・セグメント向けの融資能力を拡大できるよう支援する。

元々カメルーン最大のマイクロファイナンス機関だった CCA
は 2018年に銀行となり、CCA-Bankとして生まれ変わった。
このプロジェクトでは、零細・中小企業及び女性が経営する
零細・中小企業向け融資ポートフォリオの拡大を支援する。

DKIB はキルギス共和国で最初の主要国際銀行。このプロジェ
クトでは、特に女性が経営する中小企業への融資に重点を置
きながら、中小企業による融資へのアクセスを拡大する。

 
MAIB はモルドバの大手金融機関。このプロジェクトでは、零
細・中小企業及び女性が経営する零細・中小企業による融
資へのアクセスを拡大する。

 
 
Patria はルーマニアの商業銀行。このプロジェクトでは、零
細・中小企業及び女性が経営する中小企業による融資への
アクセスを拡大する。

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46242/bi-covid-19-wcs
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47350/dcm-itau-social
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47226/bop-bmi
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/44183/bop-la-regionale
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46368/cca-bank-senior-loan
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45726/demir-msme
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46698/bop-maib-msme-loan
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46702/bop-patria-msme-loan
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Khan Bank はモンゴル最大の商業銀行。このプロジェクトで
は、零細・中小企業及び女性が経営する零細・中小企業の業
績回復と成⾧を支援する。

 
SHB はベトナム全土で事業を展開する商業銀行。このプロ
ジェクトでは、SHB の中小企業及び女性が経営する中小企業
向け融資ポートフォリオの拡大を支援する。

 
TCRB は零細・中小企業及びリテール顧客向けのサービスに
特化したタイの民間銀行。このプロジェクトでは、同行による
最初のソーシャルローンへの投資を行う。同行はその調達資
金を、女性が経営する中小企業及び女性が経営する零細・中
小企業を含め、中小企業と零細・中小企業の支援に充てる。

XacBank はモンゴルで 5番目に大きい銀行。このプロジェク
トは、XacBank の 2つの優先セクター（気候ファイナンス及
び女性が経営する零細・中小企業を含めた零細・中小企業
向け融資）に対する融資ポートフォリオの拡大支援を目的と
している。

 
SBSA は南アフリカの大手銀行であり、資産額でアフリカ最
大の金融サービス・グループ Standard Bank Group Limited

（SBG）の完全子会社。このプロジェクトでは、南アフリカに
おける同行の手頃な金利の住宅金融プログラムを支援する。

 
Produbanco はエクアドルで 4番目に大きい商業銀行。この
プロジェクトでは、中小企業及び女性が経営する中小企業に
よる融資へのアクセスを改善する。

 
 
FirstRand Bank Limited はアフリカ有数の金融機関。このプ
ロジェクトでは、中小企業による融資へのアクセス拡大を推
進する。資金の 25% を女性が経営する中小企業向け融資に
割り当てる。

Eurofarma はブラジルに本社を設置し、ラテンアメリカ各地
に拠点を置くライフサイエンス分野のメーカー。このプロジェ
クトでは、ブラジルで経口固形薬、抗生剤及びファイザー製
新型コロナワクチンの充填仕上げに必要な機器を製造する
製薬工場を一から建設するための資金を提供する。

17  このプロジェクトをカバーする親プロジェクトの開示へのリンク。

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46970/khan-green-msme
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46984/shb-senior-loan
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47422/tcrb-social-loan
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47455/xacbank-syn-2022
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/48139/sbsa-sustainable-loan
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46941/produbanco-sgb
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46369/-cr-sme-frb
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46047/eurofarma
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UQ はブラジルに本社を置くライフサイエンス分野のメー
カー。このプロジェクトでは、新型コロナ治療薬の生産能力
を拡大することを含め、ブラジル国内での、ワクチンや多い
に必要とされている薬剤へのアクセスを拡大する。

EUT はアフリカ中部・西部の 7ヶ国で事業を展開するマイ
クロファイナンス機関の株式を保有する持株会社 Express 
Union Holding の子会社。このプロジェクトでは、同社のチャ
ドにおけるリテール向け融資能力の拡大を支援する。

RB はコンゴ民主共和国最大の銀行。このプロジェクトでは、
同行の零細・中小企業ポートフォリオの拡大を支援する。

 
Evocabank はアルメニアの商業銀行。このプロジェクトでは、
同行の零細・中小企業向け融資を支援する。

 
DTB はアフリカ東部で事業を展開する大手地方銀行グルー
プ。このプロジェクトでは、DTB に運転資金ファシリティを提
供することで、同社が顧客（中小企業を含む）への転貸業務
を維持し、コロナ禍後の業績回復を加速させることができる
よう支援する。

PAMF は、Aga Khan Agency for Microfinance（AKAM）の人
道活動を、マダガスカルのいくつかの遠隔地における貧困層
向けマイクロファイナンス・サービスによって補うことを目的
として、同ネットワークによって設立された。PAMF はマダガ
スカルで最大（400,000超）の顧客数を擁するマイクロファイ
ナンス機関であり、デジタル少額ローンを立ち上げている。こ
のプロジェクトでは、消費者及び零細・小規模企業による融
資へのアクセスを改善することにより、経済活動やコロナ危
機後のレジリエンスの構築を支援する。

NMB はタンザニアで 2番目に大きい銀行であり、国内に強力
な地盤を築いている。このプロジェクトでは、同行が顧客（す
べて中小企業）のコロナ禍に関連した運転資金ニーズや貿
易関連の資金ニーズに応えられるよう支援する。

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46445/uniao-quimica
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45483/bop-eu-tchad
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45584/bop-rawbank
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46617/bop-evocabank
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46966/wcs-covid-dtb-ii
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47305/bop-pamf
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47379/wcs-covid-ii-nmbtz
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18  守秘義務の理由により指標を開示できないため、このプロジェクトについては定性的なインパクトを記載しています。
19  守秘義務の理由により指標を開示できないため、このプロジェクトについては定性的なインパクトを記載しています。
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TCHFL は住宅金融会社（HFC）Tata Capital Limited（TCL）の
完全子会社であり、住宅ローン及び住宅建設融資に重点を
置いている。このプロジェクトでは、手頃な金利の住宅金融
などのサブセグメントを含め、TCHFL の住宅金融ポートフォ
リオの拡大を支援する。

Davivienda はコロンビアで 2番目に大きい銀行であり、個
人、中小企業及び法人顧客に対して幅広い金融サービスを
提供している。このプロジェクトでは、女性が代表を務める
ソーシャル住宅、女性が経営する中小企業、及び LGBTI の
人々による融資へのアクセスを改善する。

Home First は手頃な金利の住宅金融を提供する企業であり、
銀行や大手住宅金融会社から十分なサービスを受けられて
いない、初めて家を購入する中低所得層のニーズに対応して
いる。このプロジェクトでは、このターゲット層の住宅ニーズ
に対してカウンターシクリカル（景気循環対策的）な支援を
提供し、戸建てグリーン住宅への需要拡大に対応する予定で
ある。インドでは今も、特に手頃な価格帯の戸建てグリーン
住宅が未発達なままである。

HDFC Limited は住宅金融に特化したインドで最初の企業で
あり、個人及び法人／開発会社を対象に、住宅及び商用不動
産の購入、建設、開発、修復資金を提供している。2023年 7
月、HDFC Limited は子会社の HDFC Bank Limitedと合併し、
インド最大の民間銀行かつインド国内で 2番目に大きい銀行
となった。このプロジェクトでは、手頃な価格の住宅を購入す
る個人に融資を提供する。

 
Santo Tomás は、低所得層及び台頭しつつある中所得層を
ターゲットとする、チリの非営利の民間高等教育機関である。
このプロジェクトでは学生への支援を拡大し、学生の雇用適
性を高める。

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46494/dcm-tchfl-sb
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47215/dav-co-inclusion
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47289/home-first-debt
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47298/hdfc-debt
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46778/santo-tomas-2022
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M-KOPA はサブサハラ・アフリカ有数の都度払いサービス企
業。顧客は、M-KOPA の包摂的なデジタル与信モデルを通じ
て最初に少額を預け入れ、その後柔軟な方法で少額ずつ低
利で返済することにより、時間と共に購入物に対する所有権
を得ることができる。同社が提供する主要商品はスマートフォ
ン、家庭用太陽光発電システム、及びキャッシュ・ローンであ
る。このプロジェクトでは融資へのアクセスを拡大し、ケニア
とウガンダの十分なサービスを受けられていない人々を含
め、顧客がスマートフォンを入手しやすくする。

Nubank は世界有数のデジタル・サービス・プラットフォーム
であり、ラテンアメリカで 7,000万超の顧客を擁する。2013
年の設立以来、それまで銀行口座を持たず、十分なサービス
を受けられていなかった数百万の人々に銀行サービスを提
供することで、ラテンアメリカのファイナンシャル・インクルー
ジョンを推進してきた。このプロジェクトでは、銀行口座を持
たず、十分な銀行サービスを受けられていなかったコロンビ
アの人々がクレジットカードを利用できるよう支援を行う。

Tanveer Food Limited（TFL）はバングラデシュ有数の融資コ
ングロマリット Meghna Group of Industries（MGI）の子会
社。このプロジェクトでは、ほとんど組織化されていない稲作
セクターに最良の技術とベストプラクティスを導入することに
より、食の安全を高める。このプロジェクトでは、バングラデ
シュの十分なサービスを受けられていない地域において、衛
生的に包装された米（主食）の生産、加工、及び流通を拡大
することにより、消費者の食料安全保障の強化に貢献する。
またこのプロジェクトでは、オフテイク（⾧期供給）契約の機
会を提供し、貯蔵期間を短縮し、即時購入を通じて水田の質
を改善することにより、小規模稲作農家の所得を増やす。

Anyou は中国の大手飼料メーカー。このプロジェクトでは、中
国の国境地域（貴州省、甘粛省、雲南省）及び湖北省での、環
境に配慮した、抗生物質を使用していない飼料（エコフィード）
の生産能力を拡大する。またこのプロジェクトでは、作物農家
からの原料の調達を拡大することで農家の所得を増やす。

https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/45894/mkopa-debt
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/47573/nubank-colombia
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46198/meghna-rice
https://disclosures.ifc.org/project-detail/SII/46206/anyou-iii
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Photo by Djenno Bacvic/IFC
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付属資料 A  

IFCグリーンボンド・プログラムのプロセス
IFCグリーンボンド・プログラムは、市場のベスト・プラクティスに従い、 
グリーンボンド原則を遵守しています。

1 

Photo by Linh Nguyen/IFC

調達資金の使途
IFC は 2022年 12月にグリーンボンドの枠組みを更新し、新たにブルーファイナンス及
び生物多様性の要素を加えました。IFC はプロジェクト選定要件について、以前はオ
スロ国際気候環境研究センター（CICERO）の一部であり、現在は S&Pグローバルの
一部であるシェーズ・オブ・グリーン（Shades of Green）のレビューを受けており、グ
リーンボンドを通じた投融資の適格プロジェクトの評価と選定に関する IFC の枠組み
とガイダンスについてのセカンドオピニオンを得ています。

IFCグリーンボンドの融資対象となるプロジェクトは、IFC の気候関連の融資ポートフォ
リオの中から選定されます。（エクイティ投資と保証はグリーンボンドの資金供与対
象外です）。

IFCグリーンボンド・プログラムによる正味調達資金は、少なくとも以下の環境目標の
いずれか一つに大きく貢献する資産または活動への資金提供に充てられます。

 A 気候変動の緩和策
   IFC は、気候変動の緩和にかかるファイナンス・トラッキングに関する共同原則

（Common Principles for Climate Mitigation Finance Tracking）の 一 部を適
用して気候変動の緩和に貢献する活動及び資産を特定しています。これには以下
が含まれます。

i.   マイナスまたは非常に低水準の温室効果ガスの排出を伴い、結果として温室効
果ガス排出量がマイナス、ゼロまたは非常に低水準となり、パリ協定の⾧期的な
気温目標を全面的に遵守する活動。これには、地中への炭素隔離や再生可能エ
ネルギーが含まれます。

ii.   超低排出技術の開発など、気候変動の緩和に大きく貢献するその他の行動を可
能にする活動。

https://www.ifc.org/content/dam/ifc/doc/2023/IFC-Green-Bond-Framework-Jan-2023.pdf
https://www.spglobal.com/ratings/en/products-benefits/products/shades-of-green
https://www.ifc.org/content/dam/ifc/doc/2023/IFC-SPO-CICERO-Green-Final.pdf
https://www.worldbank.org/content/dam/Worldbank/document/Climate/common-principles-for-climate-mitigation-finance-tracking.pdf
https://www.worldbank.org/content/dam/Worldbank/document/Climate/common-principles-for-climate-mitigation-finance-tracking.pdf
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 B 気候変動への適応策
   IFC は、気候変動への適応にかかるファイナンス・トラッキングに関する MDB 共同手

法（Joint MDB Methodology for Tracking Climate Change Adaptation Finance）
を適用しています。2012年に複数の多国間開発銀行（MDB）によって共同開発さ
れ、2022年に更新されたこの手法は、気候変動への適応に貢献する適応活動を特
定することにより、気候変動への適応に貢献する活動及び資産を特定します。これ
には以下が含まれます。

i.   物理的な気候リスクの管理策を盛り込み、そうしたリスクにもかかわらずプロジェ
クトの目的を実現するための活動

ii.   物理的な気候リスクを直接軽減し、活動が行われるシステムの適応能力を構築す
る活動

iii.   気候変動に対するシステミック・レベルでの脆弱性の根本原因を軽減、または適
応に対する知識、能力、技術その他の面での障壁を取り除くことに貢献する活動

 C 生物多様性の保護
   IFC の生物多様性ファイナンスの手引きには、各活動グループに関する具体的な

基準やガイダンスが記載されています。生物多様性の保護に対する大きな貢献
または測定可能なインパクトを裏付ける書類及び証拠が存在するプロジェクトの
みを適格とします。これには以下が含まれます。

i.   確立された事業活動及び生産活動の範囲内で、またはそれを通じて生物多様性
のコベネフィット（共便益）の創出を目指す投融資活動

ii.   生物多様性の保全及び／または復元を主な目的とする投融資

iii.   生態系及び生物多様性を保全・強化・復元するための、自然に基づいたソリュー
ションに対する投融資

 D 海洋と水の保護
   IFC のブルーファイナンスのガイドラインには、各活動グループに関する具体的な

基準やガイダンスが記載されています。海洋と水の保護に対する大きな貢献また
は測定可能なインパクトを裏付ける書類と証拠が存在するプロジェクトのみを適
格とします。これには以下が含まれます。

i.   水の供給：効率的で清潔な給水の研究・設計・開発・導入に対する投融資

ii.   水の衛生：水処理ソリューションの研究・設計・開発・導入に対する投融資

iii.   海洋または水に配慮した商品：生産・包装・物流を含め、水または海洋の汚染を
回避する、環境に配慮した商品のバリューチェーンに対する投融資

iv.   海洋に配慮した化学製品及びプラスチック・セクター：沿岸部及び河川流域にお
けるプラスチック、汚染物質または化学廃棄物の管理・削減・リサイクル・処理
策の研究・設計・開発・導入に対する投融資

v.   持続可能な輸送・港湾物流セクター：輸送船、船積みヤード、及び港湾における
水と廃棄物の管理・削減策の研究・設計・開発・導入に対する投融資

vi.   漁業、水産養殖及びシーフード・バリューチェーン：海洋管理協議会（Marine 
Stewardship Council）の認証基準または IFC が承認した同等の認証基準に合致、
遵守し、またはこれを上回る、持続可能な生産 及び廃棄物の管理・削減策

vii.   海洋生態系の復元

viii.   持続可能な観光業

ix.   海洋に配慮した洋上再生可能エネルギー施設

https://thedocs.worldbank.org/en/doc/20cd787e947dbf44598741469538a4ab-0020012022/original/20220242-mdbs-joint-methodology-climate-change-adaptation-finance-en.pdf
https://thedocs.worldbank.org/en/doc/20cd787e947dbf44598741469538a4ab-0020012022/original/20220242-mdbs-joint-methodology-climate-change-adaptation-finance-en.pdf
https://www.ifc.org/en/insights-reports/2022/biodiversity-finance-reference-guide
https://www.ifc.org/en/insights-reports/2022/guidelines-for-blue-finance
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プロジェクトの評価と選定
IFCグリーンボンド適格プロジェクトを、入念な評価・選定プロセスによって更に絞り
込んだ上で、IFCグリーンボンド・ポートフォリオに組み入れます。

このプロセスには以下が含まれます。

i.   プロジェクトが IFC の持続可能性枠組みを遵守していることを確認する。この枠
組みには、環境と社会の持続可能性に向けた IFC のコミットメントを定義した 

「環境と社会の持続可能性に関する方針（Policy on Environmental and Social 
Sustainability）」、IFC のパフォーマンス基準、及び透明性の向上に向けた IFC
のコミットメントを明確に表した「情報アクセスに関する方針」が含まれる。IFC
は、世界銀行グループの環境・健康・安全ガイドライン（WBG Environmental, 
Health, and Safety Guidelines）及び IFC のコーポレートガバナンス手法を含む
IFC パフォーマンス基準をすべての投融資に適用し、環境、社会及びコーポレート
ガバナンスに関する評価を行う。

IFC のパフォーマンス基準は、IFC による投融資の期間を通じて顧客が満たさなければ
ならない要件を定めており、この要件は以下で構成されています。

• 環境と社会に対するリスクとインパクトの評価と管理

• 労働と労働条件

• 資源効率性と汚染防止

• 地域社会の保健衛生、安全及び安全保障

• 用地の取得と住民の非自発的移転

• 生物多様性の保全及び生命のある自然資源の持続可能な管理

• 先住民族

• 文化的遺産

ii. プロジェクトがパリ協定に関する IFC の要件を満たしていることを確認する。

iii.   プロジェクトが厳格なデューデリジェンスの手続きを通過していることを確認す
る。これには、開示及び協議要件、及び整合性に関するデューデリジェンスの実
施が含まれる

iv.   IFC が第三者のグリーンボンドに投融資する場合は、対象のグリーンボンドがグ
リーンボンド原則に整合しており、セカンドオピニオンを得ており、発行体が調達
資金の使途の公開を約束していなければならない

以下のプロジェクトは IFCグリーンボンド・プログラムの対象外です。

i.   化石燃料の新規または既存の採掘・生産・流通を伴うプロジェクト（改善・改良
を含む）

ii.   主要エネルギー源が化石燃料であるプロジェクト、及び炭素集約的な活動を支援
するその他のプロジェクト

iii.   水力発電プロジェクト

iv.   発電量 1KWh あたりの炭素集約度が CO ₂換算で 50グラム超の電力プロジェクト

v.   ハイブリッド自動車など化石燃料の燃焼を伴う資産、及び既存車両を EVまたは
水素自動車に置き換えるだけのプロジェクト

vi.   家畜プロジェクト

調達資金の管理
IFCグリーンボンドによる調達資金は、すべて IFC の財務勘定内の専用のサブポート
フォリオに移され、適格プロジェクトへの融資実行までの間、流動性に関する IFC の
方針に則って運用されます。多くの場合、融資の実行はプロジェクトの融資実行スケ
ジュールに従って一定の時間をかけて行われます。グリーンボンド調達資金の融資が
実行された場合、サブポートフォリオの残高が同じ金額だけ調整されます。

2 

3 

https://www.ifc.org/en/what-we-do/sector-expertise/corporate-governance/cg-methodology-tools
https://www.ifc.org/en/insights-reports/2012/publications-policy-sustainability-2012
https://www.ifc.org/en/insights-reports/2012/publications-policy-sustainability-2012
https://www.ifc.org/content/dam/ifc/doc/mgrt/ifc-performance-standards.pdf
https://www.ifc.org/en/insights-reports/2012/ifc-access-to-information-policy
https://www.ifc.org/en/insights-reports/2000/general-environmental-health-and-safety-guidelines
https://www.ifc.org/en/insights-reports/2000/general-environmental-health-and-safety-guidelines
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4 

IFC 気候関連ビジネスの詳細については、
www.ifc.org/climatebusiness
をご覧ください。

報告
IFC は年に一度、グリーンボンド調達資金の供与対象となるプロジェクトのリストを発
表します。プロジェクトの一覧には、守秘義務上の承認を得た上で、プロジェクトの概
略、融資実行額、期待される環境へのインパクト、及びプロジェクトに関係する公開資
料へのリンクが含まれています。

IFC は、グリーンボンド原則のハンドブックであるインパクト・レポートの共通枠組みの勧
告に基づき、グリーンボンド・インパクト・レポートを毎年発行し、気候変動の緩和策
及び適応策、海洋、水、生物多様性の保護に関連するコアなサステナビリティ指標を、
インパクト指標及び同ハンドブックのセクター別ガイダンスに従って発表しています。

指標の見方
インパクト指標はプロジェクト・レベルで追跡しており、IFC の拠出額に応じた按分は
行っていません。直接的投融資のインパクトは、プロジェクトが完了し、通常の運営が
なされるようになった段階における、代表的な 1年に予想される年間の効果の推計
値に関してプロジェクト実施前に作成した事前評価に基づいています。金融仲介機関
などを通じた間接的投融資のインパクトは、様々な種類の適格プロジェクトへの調達
資金の配分予想に基づいて、保守的に推計しています。間接的投融資は、IFC が直接
支援することのできない、中小企業などの小規模顧客に環境ファイナンスを届けてい
ます。

IFC の情報アクセスに関する方針
情報アクセスに関する方針は、IFC の持続可能性枠組みの基礎であり、透明性の向上
に向けた IFC のコミットメントを明確に表したものです。私たちは、投融資、及び顧客、
パートナー、ステークホルダーへの助言活動に関する情報を正確かつ適時に提供す
るよう努めています。プロジェクト、環境・社会への影響、そして期待される開発効果
に関する情報については、理事会での検討に先行して公開するよう努めています。こ
の方針は、IFCグリーンボンド・プログラムから資金供与を受けるプロジェクトのイン
パクト・レポート・プロセスにも適用されます。

IFC は、各投融資案または助言サービス・プロジェクトに関して、プロジェクトの関連
情報、環境・社会への影響、そして期待される開発効果をプロジェクト・インフォメー
ション＆データポータル上で公開しています。投融資については理事会での検討に
先行して公開し、助言プロジェクトについてはプロジェクトの承認後に公開していま
す。また、環境または社会に重大なリスクを及ぼす可能性があるプロジェクトに関し
ては、IFC による投融資レビューの完了前に、顧客が作成した「環境・社会へのイン
パクト評価（Environmental and Social Impact Assessment）」を早期公開情報（Early 
Disclosure）で公開する場合があります。

Photo by Amit Ramrakha KKCF/IFC

http://www.ifc.org/climatebusiness
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2022-updates/Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Green-Bonds_June-2022-280622.pdf
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調達資金の使途
IFCソーシャルボンドによる調達資金は、すべて IFC の総合流動性現金勘定（General 
Liquidity Cash Account）内でソーシャルボンド適格プロジェクトへの融資業務と関連
したサブポートフォリオに割り当てられています。プロジェクトのうち、ソーシャルボン
ドによる調達資金から資金供与を受けられるのは融資の部分のみであり、エクイティ
投資及び保証は対象外です。適格プロジェクトとは、IFC の女性起業家支援プログラ
ム、インクルーシブ・ビジネス・プログラム、COVID-19対策プログラムまたはグロー
バル・ヘルス・プラットフォーム・プログラムの要件を満たし、IFC が部分的または全
面的に資金供与するプロジェクトを指します。

ソーシャルボンド・プログラムは、ターゲット層をはじめとする支援対象により良い社会
的成果をもたらすことを目的としたプロジェクトを支援します。ソーシャルボンド原則で
挙げているソーシャル・プロジェクトのカテゴリーは、以下を提供または推進するも
のなどを含みます。

 A  手頃な価格で利用できる基本的インフラ（例：清潔な飲料水、下水道、衛生、交通、
エネルギー）

 B  基本的サービス（例：教育・職業訓練、保健医療、融資及び金融サービス）への
アクセス

 C  手頃な価格の住宅

 D  雇用の創出（中小企業への資金提供とマイクロファイナンスの潜在的効果による
ものを含む）

 E  食料安全保障

 F  社会的・経済的発展とエンパワーメント

これには、上記の基準を満たし、IFC による資金提供を受ける以下のようなプロジェクト
が含まれます。
IFC の女性起業家支援
金融仲介機関に対し、女性が経営する零細・中小企業への転貸を資金使途とする融
資を行うプロジェクト。

IFC のインクルーシブ・ビジネス
経済ピラミッドの下層部（BOP 層）に位置する、サービスを十分に受けられていない
人々を自社のバリューチェーンに組み込む企業とのプロジェクト。例として、以下のプ
ロジェクトが挙げられます。

• 保健医療または教育サービスを提供するもの
• 手頃な価格帯の住宅を開発するもの
• ブロードバンドまたは携帯電話など、通信の手段を拡大するもの
• 電力または水道サービスを提供するもの
• 小規模農家から調達を行うもの
• 融資へのアクセスを提供するもの
• 家族経営の小規模小売業者を通じて販売を行うもの

IFC の COVID-19対策
IFC の COVID-19対策向け資金支援ファシリティの中から選ばれたプロジェクト。この
パッケージでは、COVID-19のパンデミックによって事業に明確に支障が出ている IFC
の既存顧客に対し、ファストトラックによる資金支援を提供します。顧客の IFC に対す
る延滞がないこと、及び環境・社会・ガバナンス（ESG）要件を遵守していることなど
が支援の条件となります 20。

IFC のグローバル・ヘルス・プラットフォーム
IFC のグローバル・ヘルス・プラットフォームを構成するプロジェクトは、途上国の保
健医療分野のメーカー、サプライヤー、及びサービス・プロバイダーに金融ソリュー
ションを提供することで、手頃な価格の保健医療製品やサービスの供給を増やすた
めの設備拡張資金や運転資金を賄えるよう支援します。このプラットフォームはパン
デミック対応の第 2段階における重要な要素です。

1 

20   ベース・オブ・ピラミッド（BOP）プログラムを除くIFCのCOVID-19ファストトラック・ファシリティ（FTCF）は2023年6月30日
付で満了となっています。

付属資料 B  

IFCソーシャルボンド・プログラムのプロセス
IFCソーシャルボンド・プログラムは、市場のベスト・プラクティスに従い、 
ソーシャルボンド原則を遵守しています。

https://www.ifc.org/en/what-we-do/sector-expertise/financial-institutions/gender-finance/banking-on-women
https://www.ifc.org/en/what-we-do/sector-expertise/gender/inclusive-business
https://pressroom.ifc.org/all/pages/PressDetail.aspx?ID=24905
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評価と選定
資金供与を受けるすべてのプロジェクトは、ソーシャルボンドの適格基準を満たすだ
けでなく、厳格なデューデリジェンスの手続きを経ています。適格プロジェクトは、IFC
の環境と社会の持続可能性に関するパフォーマンス基準及び IFC のコーポレートガ
バナンス枠組みを遵守しています。プロジェクトは継続的なモニタリング及び監督の
対象となります。

調達資金の管理
IFCソーシャルボンドによる正味調達資金は、場合により米ドルに換金された後、IFC
の財務勘定内で指定されたサブポートフォリオに割り当てられ、IFC の流動債券の発
行残高がある限り、IFC の融資ポートフォリオの中から選ばれた「適格プロジェクト」
への融資実行額と同額がサブポートフォリオの残高から減額されます。適格プロジェ
クトには、女性が経営する企業を支援するプロジェクト（女性起業家支援適格プロジェ
クト）、インクルーシブ・ビジネス・プロジェクト（インクルーシブ・ビジネス適格プロ
ジェクト）、COVID-19対策プロジェクト、グローバル・ヘルス・プラットフォーム・プロ
ジェクト、及び国際資本市場協会（ICMA）が発行したソーシャルボンド原則に規定さ
れている基準を満たすプロジェクト（ソーシャルボンド原則プロジェクト）が含まれる
可能性があります。適格プロジェクトは、IFC が部分的または全面的に資金供与する
全プロジェクトの中から選ばれます。IFC は、直接的または間接的に融資を行う権利
を有します。ソーシャルボンドが支援するプロジェクトでは、社会課題の解決に関連し
た要素が、大きな投資プロジェクトの一部であるケースがあります。こうした場合、ソー
シャルボンド・ポートフォリオは、プロジェクトの基準に適格する部分のみに融資しま
す。投資対象会社には、全投資期間を通じた プロジェクト活動とパフォーマンスに関

する定期報告が義務付けられ、こうした報告を基に、適格プロジェクトのモニタリング
と監督を行っています。ソーシャルボンドの元利金の支払いは厳格に IFC の信用力に
基づいており、IFC が上記の適格基準に従って実施する投融資案件に直接の影響を
受けるものではありません。

報告
IFCソーシャルボンド・インパクト・レポートは、ベスト・プラクティス及び「ソーシャル
ボンド・インパクト・レポートの共通枠組み策定に向けた取り組み」内のソーシャルボ
ンド原則の報告指針に従って作成されています。これは、透明性を高めることでソー
シャルボンド市場の整合性を確保することを目的とする指針です。本レポートには、
ソーシャルボンド調達資金から資金供与を受ける資格のあるプロジェクトの一覧、ま
たそれぞれの守秘義務を考慮した上で各プロジェクトの概略、適格融資額、期待され
る社会への総合的なインパクトを掲載しています。本レポートには、ソーシャルボン
ドの融資対象となるプロジェクトのみを記載しています。

2 

4 

3 
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Photo by Nadia Bseiso

https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2022-updates/Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Social-Bonds_June-2022-280622.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2022-updates/Harmonised-Framework-for-Impact-Reporting-Social-Bonds_June-2022-280622.pdf
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インパクト指標の選定
IFCと他の多国間・二国間開発機関は、過去 10年の間、投融資プロジェクトに関する
共通の開発指標の作成に取り組んできました。その結果、民間セクター事業の統一指
標（HIPSO）が策定され、26の国際金融機関がこれを導入しています。この指標のリ
ストは、主としてセクター・レベルの成果指標で構成されています。ソーシャルボンド・
プログラムによるインパクトを報告する上で、IFC は HIPSO パートナーシップが合意し
たセクター特有の多くの指標を使用し、必要に応じて他の指標を採用しています。こ
の指標には、以下が含まれます。

21  女性が経営する中小企業への融資件数はHIPSO指標ではありません。

実体セクター

・支援した農家の数（軒）

・携帯電話契約者数 
（被支援者数）

・保健医療サービスを受ける 
患者数

・支援を受ける学生数

金融セクター

・女性が経営する 
女中小企業への融資件数 21

・マイクロファイナンス 
融資件数

・住宅ローン 
融資件数

48

Photo by Eka Nickmatulhuda

Photo by Anindito Mukherjee/IFC

https://indicators.ifipartnership.org/indicators/
https://indicators.ifipartnership.org/indicators/
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指標の見方
IFC は、可能な限り、セクターごとにインパクトを定量化しています指標を算出できな
いか、守秘義務の理由により情報を開示できない場合は、定性的なインパクトを記載
している場合があります。インパクト指標は、企業が報告するデータに基づいて、顧
客レベルで追跡しています。IFC の拠出額に応じたプロジェクトのインパクトの按分は
行っていません。各セクターのコア指標の定量化は、ソーシャルボンド・プログラムの
報告書に基づいて行っていますが、報告されたデータには限界があることをご了承く
ださい。

結果を解釈する上での主な留意点は以下の通りです。

•  効果の範囲：報告は、プロジェクト承認時における事前評価に基づき、主にプロジェ
クトの直接的な効果に関するものです。

•  不確実性：インパクト指標の予測における重要な留意点は、往々にして、複数の仮定
に基づいているという点です。プロジェクトの実際のインパクトは、当初の見通しと
は大きく異なる可能性があります。

•  比較可能性：プロジェクトやセクター、またはポートフォリオを比較する際には、基
準値（及び基準年）に違いがある可能性があるため、注意が必要です。また、セクター
や国ごとの背景も考慮する必要があります。

•  遺漏：プロジェクトは、報告書に記載されているよりも幅広い指標に影響を及ぼして
いるか、他にも重要な開発効果を及ぼしている可能性があります。さらに、プロジェ
クトによってはコア指標が適用できないか、データがない場合もあります。

IFC の情報アクセスに関する方針
情報アクセスに関する方針は、IFC の持続可能性枠組みの基礎であり、透明性の向上
に向けた IFC のコミットメントを明確に表したものです。私たちは、投融資、及び顧客、
パートナー、ステークホルダーへの助言活動に関する情報を正確かつ適時に提供する
よう努めています。プロジェクト、環境・社会への影響、そして期待される開発効果に
関する情報については、理事会での検討に先行して公開しています。この方針は、ソー
シャルボンド・プログラムから資金供与を受けるプロジェクトに適用されます。
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IFCソーシャルボンド・プログラムの詳細に 
ついては、www.ifc.org/socialbonds
をご覧ください。

http://www.ifc.org/climatebusiness
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本資料は情報提供のみを目的として作成されており、本資料に記載された情報は要
約されているか、不完全な場合があります。IFC は特に、本資料の正確性や完全性に
関して、いかなる保証及び表明も行うものではありません。IFC はこれらの情報を更
新する義務を一切負いません。本資料は目論見書ではなく、IFC が発行するいかなる
債券についての評価基準を提供するものでもありません。また、本資料で言及されて
いるいかなる商品またはサービスについても予約または購入を勧誘または提供する
ものではありません。いかなる状況においても、IFCまたはその関係機関は、本資料
の情報の使用に起因するいかなる損失、損害、負債、費用に対しても責任を負いませ
ん。これには直接的損害、間接的損害、特別損害、派生的損害を含み、それらに限ら
ず、たとえそのような損害の可能性について IFC が報告を受けていた場合を含め、い
かなる状況においても、IFC 及び IFC の関係機関は責任を負いません。IFC に関するよ
り詳しい情報は、以下の IFC のウェブサイトより、最新版「インフォメーション・ステー
トメント」、財務諸表、その他関連情報を参照してください。www.ifc.org/investors
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